
別記様式第2号（その1の1)
（用紙 日本産業規格A4縦型）

基 本 計 画 書

基 本 計 画

事 項

計 画 の 区 ノ刀＼ 

フ リ ガ ナ

設 置 者
フ リ ガ ナ

大 } 子 の 名 称
大 学 本 部 の位置

大 } 子 の 目 的

新設学 部 等の目的

新設学 部 等の 名 称

医学部 医学科

新
看護学部 看護学科芸認几

} 子�

部

等
の リハビリテ ー ション学部
概 理学療法学科

要

リハビリテー ション学部
作業療法学科

計

同 一設置者内における
変 更 状 況

変
（定 員 の移行，名称の

更 等 ）

教育 新設学部等の名称
課程

記 入 欄

大学の収容定 員 に係る 学則変更
ガッコウホウジンカンサイイカダイガク
学校 法人関西医科大学

カンサイイカダイガク
関西医科大学 (Kansai Medical University) 

大阪府枚方市新町2丁目5番1 号

教育基本法及び学校教育法に基づき、特に私学の本領を発揮しつつ 、 医学の理論
と実際を教授し、研究する。

大阪府 ・ 静岡県 ・ 新潟県からの要請を受け 、 県下医師不足地域
成す

・診
る

療科勤務を希
望する 学生に対し特化した教育を実践し 有能な臨床医を育 。
また、日本の研究医不足の解消ため 、 有能な研究医を育成する。

修業 入学
編定

入
員
学 収容 学位又 開設時期及 所 在 地年限 定 員 定 員 は称号 び開設年次

年 人 年次 人 年 月
人 第 年次

6 127 677 学
士（医学） 令和4 年 4月 大阪府枚方市新町2丁

(110) (660) 第1 年次 目5番1 号

4 100 400 学
士 平成30 年 4月 大阪府枚方市新町2丁

（看護学） 第1 年次 目5番1 号

4 60 240 
（理学

学

療士法学）
令和3 年 4月 大阪府枚方市宇山東町

第1 年次 18-89 

4 40 160 
（作業

学

療士法学）
令和3 年 4月 大阪府枚方市宇山東町

第1 年次 18-89 

327 1360 

該当なし

開設する授業 科目の総数
卒業要件単位数講義 演習 I実験 ・実習I 計

ー 科目 ー 科目1 ー 科目1 ー 科目 ー 単位

学 部 等 の 名 称 専任教 員等
兼教 員

任

等教授 准教授 講師 助教 計 助手
教

医学部 医学科 85 人 73 人 172 人 444 人 774 人 0 人 0 人
新 (85) (73) (172) (444) (774) ゜ ゜

員 看護学部 看護学科 12 7 13 24 56 ゜ 20 

(12) (7) (13) (24) (56) ゜ (20) 

設 リハビリテー ション学部理学療法学科 4 2 ゜ 3 ， ゜ 51 

組 (4) (2) ゜ (3) (9) ゜ (51) 

リハビリテ ー ション学部作業療法学科 2 2 ゜ 3 7 ゜ 51 

織 ゜ ゜ (51) 
八刀

計

(2) (2) 

103 84 185 

(3) (7) 

474 846 122 

(103) (84) (185) (474) (846) （ ） (122) 

の
なし

゜ ゜

既 (-） (-） （一） （一） （一） ゜ ゜

概 芸認n、

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 
ノ刀＼ 

計要 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 
ムロ 計

 122 

(185)(103) (84)  (474) (846) （ ） (122) 

備 考

医学部 医学科の今回
の 17名

、
時

の 入

令
定

学

和
員

4
定

増
年

員

で度
の
あの増員 は

みの臨
る。
また

和
、

定
3
員

医
年

学

は
度

部

73
に
2

医

人
お

学

でけ
科

あるの令
収容
る。

: 
入学 祖入学 収容
r圧貝- 定負 -疋貝-

令和3年腹 127 ゜ 732 

令和4年度 127 ゜ 742 

令和5年度 110 ゜ 735 

令和6年度 110 ゜ 723 

令和7年度 110 ゜ 711 

令和8年度 110 ゜ 694 

令和9年度 110 ゜ 67 7 

令和10年度 110 ゜ 660 

103 84 474 846185
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職 種 専 任 兼 任 計

教
事 務 職 員

447人 222人 669人
員 (447) (222) (669)
以 2285人 485人 2770人
外 技 術 職 員 (2285) (485) (2770) 
の 4人 2人 6人
職 図 書 館 専 門 職 員

員
(4) (2) (6) 

の そ の 他 の 職 員
2人 38人 40人

概 (2) (38) (40)
要

計
2738人 747人 3485人
(2738) (747) (3485)

区 ノ刀＼ 専 用 北ユヽ 用
共用する他の

計
校 学校等の専用

校 舎 敷 地 108, 665. 20rrf m2 玉 108,665. 20nf 

地 運動場用地 8, 617. OOrrf m2 五 8, 617. 00:rrf 看
偕
面
1岱

積Ill護
用

地学期： 部1
間
2棟29敷.43地点

小 計 117, 282. 20五 m2 五 117, 282. 20nf : 2 0 1 8 年
年 21 

月 ～ 
そ の 他 16,045.96面 玉 m2 16,045.96面 2068 月

等
ムロ 計 133,328.16面 五 m2 133, 328. 16rri 

専 用 ±1:: .,,.、 用
共用する他

専
の

学校等の用
計

校 舎 55,852.5五 面 面 55,852.5玉
( 55, 852. 50rr:1り （ mり （ 面） ( 55, 852. 50rriり

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

教室等 19室 37室 37室
0室 0室

（補助職員0人） （補助職員0人）

専任教 員研 究室
新設学部等の名称 室 数

大学全体 357 室

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標本

新設学部等の名称 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャ ーナル
図 冊 種 〔うち外国書〕 点 J 占Iヽヽ J 占I‘‘ 
書 98,939⑫9,357〕 11,781⑲,383〕 10,328⑱,802〕 1,757 ゜ ゜

菩n又n (98,939〔29,357〕） (11, 781〔，383〕） (10,328〔8,8〇2〕) (1,757) ゜ ゜

備 98,939⑫,9357〕 11, 781⑲,383〕 10,328⑱,802〕 1,757 ゜ ゜

計 (98,939〔29,357〕） (11, 781〔，383〕） (10,328〔8,8〇2〕) (1,757) ゜ ゜

図書館
面積 閲覧座席数 収納 可能冊数

2,059. 84rd 
面積 体育館以外のスポー ツ施設の概要

大学全体

体育館 2,874. 91rrf 
区 分 開設前年度 第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 第 4 年次 第 5 年次 第 6 年次

経費
教員1人当り研究費等 \ 1,138千円 1,138千円 1, 138千円 1,138千円 1,138千円 1,138千円

の見 共同研究費等 ＼ 87,200千円 87,200千円 87,200千円 87,200千円 87,200千円 87,200千円

経 費の
積り

図 書購入費93,781千円 94,000千円 94,000千円 94,000千円 94,000千円 94,000千円 94,000千円

見積 り 設備購入費 354,756千円 355,000千円 355,000千円 355,000千円 355,000千円 355,000千円 355,000千円
及び維

第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 第 4 年次 第 5 年次 第 6 年次持 方 法
の 概 要 学生 1 医学部 5,700千円 4,400千円 4,400千円 4,400千円 4,400千円 4,400千円

人当り
看護学部 1,900千円 1,700千円 1,700千円 1,700千円 1,700千円 1,700千円納付金
リハピリプー 1,760千円 1,460千円 1,460千円 1,460千円 1,460千円 1,460千円
ション学部

学生納付金以外の維持方法の概要 I経常費補助金、 寄付金
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※ ２校地間の距離、移動時間、交通手段は別紙参照

枚方キャンパス

附属病院

総合医療センター

①都道府県内における位置関係

香里病院

天満橋総合

クリニック

牧野キャンパス

くずは病院

1



経路 枚方キャンパス・附属病院 ― 総合医療センター 

• 乗り換え回数： 1 回  所要時間： 22 分

時間 経路 距離 

 枚方市 

20 分 京阪本線(淀屋橋行)(準急) 14.6km 

 守口市 

2 分 京阪本線(中之島行)(普通) 

 滝井 

経路 枚方キャンパス・附属病院 ― 香里病院 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 7 分

時間 経路 距離 

 枚方市 

7 分 京阪本線(淀屋橋)(準急) 4.2km 

 香里園 

経路 枚方キャンパス・附属病院 ― くずは病院 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 6 分

時間 経路 距離 

 枚方市 

6 分 京阪本線(出町柳行)(特急) 5.9km 

 樟葉 

経路 枚方キャンパス・附属病院 ― 天満橋総合クリニック 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 18 分

時間 経路 距離 

 枚方市 

18 分 京阪本線(淀屋橋行)(特急) 20.5km 

 天満橋 

経路 枚方キャンパス・附属病院 ― 牧野キャンパス 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 4 分

時間 経路 距離 

 枚方市 

4 分 京阪本線(出町柳行)(準急) 3.7km 

 牧野 

2
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経路 香里病院 ― 総合医療センター 

• 乗り換え回数： 1 回 所要時間： 12 分

時間 経路 距離 

 香里園 

10 分 京阪本線(淀屋橋行)(準急) 10.4km 

 守口市 

2 分 京阪本線(中之島行)(普通) 

 滝井 

経路 香里病院 ― くずは病院 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 15 分

時間 経路 距離 

 香里園 

15 分 京阪本線(淀屋橋行)(準急) 10.1km 

 樟葉 

経路 香里病院 ― 天満橋総合クリニック 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 18 分

時間 経路 距離 

 香里園 

18 分 京阪本線(淀屋橋行)(準急) 16.3km 

 天満橋 

経路 香里病院 ― 牧野キャンパス 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 12 分

時間 経路 距離 

 香里園 

12 分 京阪本線(出町柳行)(準急) 7.9km 

 牧野 

3

http://transit.goo.ne.jp/soutput.php?stationcode=270453
http://transit.goo.ne.jp/soutput.php?stationcode=270249


経路 総合医療センター ― くずは病院 

• 乗り換え回数： 1 回  所要時間： 31 分

時間 経路 距離 

 滝井 

3 分 京阪本線(枚方市行)(普通) 20.5km 

 守口市 

28 分 京阪本線(出町柳行)(準急) 

 樟葉 

経路 総合医療センター ― 天満橋総合クリニック 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 12 分

時間 経路 距離 

 滝井 

12 分 京阪本線(中之島行)(普通) 5.9km 

 天満橋 

経路 総合医療センター ― 牧野キャンパス 

• 乗り換え回数： 1 回  所要時間： 28 分

時間 経路 距離 

 滝井 

3 分 京阪本線(枚方市行)(普通) 18.3km 

 守口市 

25 分 京阪本線(出町柳行)(準急) 

 牧野 
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経路 天満橋総合クリニック ― くずは病院 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 23 分

時間 経路 距離 

 天満橋 

23 分 京阪本線(出町柳行)(特急) 26.4km 

 樟葉 

経路 天満橋総合クリニック ― 牧野キャンパス 

• 乗り換え回数： １回  所要時間： 22 分

時間 経路 距離 

 天満橋 

18 分 京阪本線(出町柳行)(特急) 24.2km 

 枚方市 

4 分 京阪本線(出町柳行)(準急) 

 牧野 

経路 くずは病院 ― 牧野キャンパス 

• 乗り換え回数： 0 回  所要時間： 3 分

時間 経路 距離 

 牧野 

3 分 京阪本線(出町柳行)(準急) 2.2km 

 樟葉 

5



②最寄り駅からの距離や交通機関がわかる図面

新大阪駅から： 
●大阪市営地下鉄御堂筋線 ⇒ 淀屋橋（京阪本線乗り換え） ⇒ 各キャンパスへ

●JR 京都線 ⇒ 大阪（JR 環状線乗り換え） ⇒ 京橋（京阪本線乗り換え） ⇒ 各キャンパ
スへ

京都駅から：
●近鉄京都駅 ⇒ 丹波橋（京阪本線乗り換え） ⇒ 各キャンパスへ

●JR奈良線 ⇒ 東福寺（京阪本線乗り換え） ⇒ 各キャンパスへ

大阪（伊丹）空港から：
●大阪モノレール ⇒ 門真市（京阪本線乗り換え） ⇒ 各キャンパスへ

関西国際空港から：
●JR関西空港線・阪和線 ⇒ 天王寺（JR 環状線乗り換え） ⇒ 京橋（京阪本線乗り換え） 
⇒ 各キャンパスへ

●南海空港線・本線 ⇒ 新今宮（JR 環状線乗り換え） ⇒ 京橋（京阪本線乗り換え） ⇒ 各
キャンパスへ

●リムジンバス ⇒ 守口市駅（京阪本線乗り換え） ⇒ 各キャンパスへ

●リムジンバス ⇒ 枚方市駅（枚方キャンパス玄関前のバスターミナルに着きます） ⇒ 各
キャンパスへ
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神戸空港から：
●ポートライナー ⇒ 三宮（JR 神戸線乗り換え） ⇒ 大阪（JR 環状線乗り換え） ⇒ 京橋
(京阪本線乗り換え)  ⇒ 各キャンパスへ

ご注意：

●枚方市駅へのリムジンバスは便利ですが本数は多くありません。

●各キャンパス最寄り駅（京阪本線）には：

枚方市（大学・附属病院）：特急、快速急行、急行、準急、区間急行、普通停車

滝井（総合医療センター）：普通のみ停車（京橋から 5 駅）

香里園（香里病院）：快速急行、急行、準急、区間急行、普通停車

天満橋（天満橋総合クリニック）：淀屋橋・中之島行全列車停車

牧野（牧野キャンパス）：準急、普通停車
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2021/9/3

○枚方学舎建物用途別面積内訳集計表(医学部)

区分 面積(㎡)

講義室・演習室 7,390.88

実験室・実習室 1,989.72

研究室 8,982.34

図書館 1,135.16

管理関係・その他 21,953.58

講堂 300.87

体育施設 0.00

その他 0.00

計 41,752.55

※体育館と共用の講堂は「体育施設」に含める

※学校法人基礎調査では学生食堂を学生会館として記載する。

厚生補導施設

学生食堂他 1,746.91

クラブハウス 1,260.80

3,007.71
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2021/9/3

○牧野学舎建物用途別面積内訳集計表(ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部・医学部他共有)

区分 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 医学部他共有 面積(㎡)

講義室・演習室 1,468.15 0.00 1,468.15

実験室・実習室 1,652.10 0.00 1,652.10

研究室 0.00 0.00 0.00

図書館 748.24 0.00 748.24

管理関係・その他 2,398.21 1,009.24 3,407.45

講堂 0.00 0.00 0.00

体育施設 0.00 2,874.91 2,874.91

その他 0.00 2,699.78 2,699.78

計 6,266.70 6,583.93 12,850.63

※体育館と共用の講堂は「体育施設」に含める

※学校法人基礎調査では学生食堂を学生会館として記載する。

厚生補導施設

学生食堂他 308.73 0.00 308.73

クラブハウス他 0.00 1,009.24 1,009.24

計 308.73 1,009.24 1,317.97
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0関西医科大学学則

第1章 目的及び使命

第1条 本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、 特に私学の本領を発揮しつつ、 医学、 看護学及びリハビリテー シ

ョン学の理論と実際を教授し、 研究することを目的とする。 これによって独創的な知性と豊かな人間性を備え、社会に貢

献し得る医療人を育成するとともに、 深く医学、看護学及びリハビリテーション学を研究し、広く文化の発展と公共の健

康•福祉に寄与することを使命とする。

第2条 本学は、教育研究水準の向上を図り、 大学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育研究及びこ

れに関連する活動等の状況について、 自ら点検及び評価を行う。

2 前項の点検及び評価を行う評価体制及び評価項目は、 別に定める。

第2章 組織、 修業年限及び在学年限

第3条 本学に次の学部及び学科をおく。

医学部 医学科

看護学部 看護学科

リハビリテーション学部 理学療法学科

作業療法学科

第4条 医学部の修業年限は6年とする。

2 看護学部の修業年限は4年とする。

3 リハビリテーション学部の修業年限は4年とする。

第5条 医学部の在学年限は、通算10年を超えることはできず、 かつ同 一学年の在学年限は2年とする．ただし、 同一学

年の在学年限は、 学長が特別の事由があると認めた場合は、 1年を限度としてその期間を延長することができる。

2 看護学部の在学年限は8年以内とする。

3 リハビリテーション学部の在学年限は8年以内とする。・

第3章 学年、 学期及び休業日

第6条 学年は4月1日に始まり、 翌年3月3 1日に終わる。

第7条 学年を次の学期に分ける。

医学部第1·2•3•4•5· 6学年においては

1学期 4月1日から8月3 1日に至る。

2学期 9月1日から12月3 1日に至る。

3学期 翌年1月1日から3月3 1日に至る．

看護学部第1 • 2 • 3 • 4学年においては

1学期 4月1日から8月3 1日に至る。

2学期 9月1日から11月30日に至る。

3学期 1 2月1日から翌年3月3 1日に至る。

リハビリテーション学部第1 • 2 • 3 • 4学年においては

前期 4月1日から9月30日に至る。

後期 1 0月1日から翌年3月31日に至る。

第8条 定期休業日を次のとおり定める。

(1) 日曜日

(2) 国民の祝日

(3) 本大学創立記念日(6月30日）

(4) 毎月の第2• 4土曜日

(5) 春季休業

医学部及び看護学部においては、 3月2 1日から4月1 0日に至る。 リハビリテーション学部においては、 2月1

5日から3月31日に至る。

(6) 夏季休業

医学部及び看護学部においては、 7月21日から8月31日に至る。 リハビリテー ション学部においては、 8月1

5日から9月30日に至る。

(7) 冬季休業
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関西医科大学学則新旧対照表（案） 

学則（新） 学則（旧） 

第11章 収容定員 第11章 収容定員 

第40条 医学部の入学定員及び収容定員は別表第６のとお

りとする。 

（略） 

第40条 医学部の入学定員及び収容定員は別表第６のとお

りとする。 

（略） 

附 則 

本規則は、令和 2 年 4月 1日から施行する。ただし、改正

後の別表第６の規定にかかわらず、令和２年度から令和８年

度までの医学部の入学定員及び収容定員は、別表第７のとお

りとする。 

別表第６ 

学部 入学定員 収容定員 

医学部 110 660 

別表第７ 

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

入学定員 127 127 110 

収容定員 722 732   725 

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

入学定員 110 110 110 

収容定員 718 706 694 

附 則 

本規則は、令和 2 年 4月 1日から施行する。ただし、改正

後の別表第６の規定にかかわらず、令和２年度から令和８年

度までの医学部の入学定員及び収容定員は、別表第７のとお

りとする。 

別表第６ 

学部 入学定員 収容定員 

医学部 110 660 

別表第７ 

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

入学定員 127 127 110 

収容定員 722 732   725 

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

入学定員 110 110 110 

収容定員 718 706 694 
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年度 令和８年度 

入学定員 110 

収容定員 677 
 

 

年度 令和８年度 

入学定員 110 

収容定員 677 
 

 

 

第11章 収容定員 

第40条 本学学部における入学定員及び収容定員は次のと

おりとする。 

医学部医学科   入学定員    収容定員 

＊別表第７に定める 

  看護学部看護学科 入学定員 100名 収容定員 400名 

  リハビリテーション学部 

    理学療法学科 入学定員 60名 収容定員 240名 

作業療法学科 入学定員 40名 収容定員 160名 

（略） 

附 則 

本学則は、令和３年４月１日から施行する。 

ただし、改正後の別表第７の規定にかかわらず、令和３年

度から令和８年度までの医学部医学科の入学定員及び収容

定員は、別表第８のとおりとする。 

 

 

第11章 収容定員 

第40条 本学学部における入学定員及び収容定員は次のと

おりとする。 

医学部医学科   入学定員    収容定員 

＊別表第７に定める 

 看護学部看護学科 入学定員 100名 収容定員 400名 

 リハビリテーション学部 

    理学療法学科 入学定員 60名 収容定員 240名 

作業療法学科 入学定員 40名 収容定員 160名 

（略） 

附 則 

本学則は、令和３年４月１日から施行する。 

ただし、改正後の別表第７の規定にかかわらず、令和３年

度から令和８年度までの医学部医学科の入学定員及び収容

定員は、別表第８のとおりとする。 
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別表第７ 

【別記１２】 

学部 入学定員 収容定員 

医学部 110 660 

別表第８ 

【別記１３】 

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

入学定員 127 110 110 

収容定員 732   725 718 

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

入学定員 110 110 110 

収容定員 706 694 677 

附 則 

本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

ただし、改正後の別表第７の規定にかかわらず、令和４年

度から令和９年度までの医学部医学科の入学定員及び収容

定員は、別表第８のとおりとする。 

別表第７ 

【別記１２】 

学部 入学定員 収容定員 

医学部 110 660 

別表第８ 

【別記１３】 

別表第７ 

【別記１２】 

学部 入学定員 収容定員 

医学部 110 660 

別表第８ 

【別記１３】 

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

入学定員 127 127 110 

収容定員 722 732   725 

年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

入学定員 110 110 110 110 

収容定員 718 706 694 677 

附 則 

（新規） 
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年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

入学定員 127 110 110 

収容定員 742   735 723 

年度 令和７年度 令和８年度 令和 9年度 

入学定員 110 110 110 

収容定員 711 694 677 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 地域の医師確保及び基礎医学・社会医学に関する研究医養成のため、令和３年

度まで認可されている臨時入学定員増員について、再度の増員とこれに伴う学

則の変更を申請する。 

 なお、地域枠学生のカリキュラム概要は資料１のとおりであり、研究医枠学生

のカリキュラム概要は資料２のとおりである。 

変更の内容は次のとおりである。 

・学則変更の内容

別表第７において、医学部の入学定員は 110 名、収容定員は 660 名であるこ

とを明記している。 

 ただし、令和４年度から令和９年度までの医学部入学定員及び収容定員は、別

表第８として、下記内容を明記する。 

別表第８ 

年度 令和 4年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和 9年度 

入学定員 127 110 110 110 110 110 

収容定員 742                                  735 723 711 694 677 

以上 

1



特別枠入学者(10 名)・大阪府地域枠入学者（5 名）・ 

静岡県地域枠入学者（8 名）・新潟県地域枠入学者（2 名）の 

カリキュラム

 平成30年度から導入した新カリキュラムでは、特別枠入学者(10名)、大阪府地域枠入学者（5名）、静岡県地

域枠入学者（8名）、新潟県地域枠入学者（2名）※に対し、下記のカリキュラムを実施する予定です。 

学年 カリキュラム内容

1 

臨床実習入門【P1a：早期体験実習】において、該当診療科（産科、小児科、救急科、外科、内科な

ど）の体験実習を課す。また、学年全体で行う当該実習の報告会では、発表・司会・討論の役割を必

ず担う。併せて、医師不足科、地域に関して学ぶ「地域医療の実践 A1」の受講を義務付ける。 

2 
地域包括医療に焦点を当て、「地域医療の実践 A１」で学んだことを基盤として、地域医療・地域保

健の在り方について学ぶ「地域医療の実践 A2」の受講を義務付ける。 

3 

地域包括医療に焦点を当て、「地域医療の実践 A１」、「地域医療の実践 A2」で学んだことを基盤と

して、さらに深く地域医療について理解を深めるため、実習を主体とした「地域医療の実践 A3」の受

講を義務付ける。 

4 

「地域医療の実践 A１」、「地域医療の実践 A2」、「地域医療の実践 A3」で学んだことを基盤として、

さらに深く地域医療についての実状を理解するために、夏期休暇期間に実習科目「地域医療の実践

P4」の受講を義務付ける。 

※新潟県地域枠については、令和 2 年度から

資料１

2



研究医養成コース・研究マインド育成プログラムのカリキュラム 

 研究医養成コース(4名)に対し、4月の新入生オリエンテーション時に説明を行い、準備カリキュラムである『研

究マインド育成プログラム』に参加する学生を10～20名程度募集し、下記のカリキュラムを実施する予定です。 

■研究マインド育成プログラム

学年 カリキュラム内容

1 

【必須カリキュラム】 

選択必修コースであるリベラルアーツセミナーにおいて、『リサーチマインドの実践セミナー（旧基礎医

学セミナー）』を必須受講し、近年のヒトゲノム完全解読をきっかけとして大きく変化してきている“ヒト”

“疾患”“治療”等の最新の情報を、グループ学習で学ぶ。 

【希望者のみ】 

連携大学である奈良県立医科大学・大阪医科大学・兵庫医科大学・神戸大学合同で開催するコン

ソーシアム合宿に参加し、他大学との交流を図る。

希望する講座・教室に自由に出入りし、医学研究・実験方法の指導を受ける。  

2 

【必須カリキュラム】 

連携大学である奈良県立医科大学・大阪医科大学・兵庫医科大学・神戸大学合同で開催するコン

ソーシアム合宿に参加し、他大学との交流を図る。

希望する講座・教室に自由に出入りし、医学研究・実験方法の指導を受ける。  

【希望者のみ】 

3 学年から始まる研究医養成コースへの履修を申請する。これまで自身が研究してきた内容を発表

し、審査を受ける。 

■研究医養成コース

学年 カリキュラム内容

3 

【必須カリキュラム】 

連携大学である奈良県立医科大学・大阪医科大学・兵庫医科大学・神戸大学合同で開催するコン

ソーシアム合宿に参加し、研究内容を発表する。

希望する講座・教室に自由に出入りし、医学研究・実験方法の指導を受ける。  

医学研究、実験方法の指導を受けることが理由の場合は、臓器別系統別コースの講義欠席を 1/2 に

至らない範囲まで認める。（ただし、指導教員の証明する書類が必要。詳細は別に定める。） 

4 

【必須カリキュラム】 

連携大学である奈良県立医科大学・大阪医科大学・兵庫医科大学・神戸大学合同で開催するコン

ソーシアム合宿に参加し、研究内容を発表する。

希望する講座・教室に自由に出入りし、医学研究・実験方法の指導を受ける。  

医学研究、実験方法の指導を受けることが理由の場合は、臓器別系統別コースの講義欠席を 1/2 に

至らない範囲まで認める。（ただし、指導教員の証明する書類が必要。詳細は別に定める。） 

5、6 

【必須カリキュラム】 

6 学年時に研究発表を行い、研究修了報告書を提出し、審査を受ける。 

審査に合格した者を当該コースの修了者と定める。 

【希望者のみ】 

連携大学である奈良県立医科大学・大阪医科大学・兵庫医科大学・神戸大学合同で開催するコン

ソーシアム合宿に参加し、研究内容を発表する。

資料２
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令和４年度 

医学部入学定員増員計画 

関 医 教 第 ３ ２ 号

令和３年８月２５日 

文部科学省高等教育局長 殿 

学 校 法 人 関 西 医 科 大 学

理 事 長 山 下 敏 夫 

「地域の医師確保等の観点からの令和４年度医学部入学定員の増加について（令和３年８

月１６日文部科学省高等教育局長・厚生労働省医政局長通知）」を受けて、標記に関する資

料を提出します。 

＜連絡先＞ 

責任者連絡先 職名・氏名 関西医科大学 大学事務部部長・阪井保博 

TEL 072-804-2279

FAX 072-804-2548

E-mail sakaiy@hirakata.kmu.ac.jp 
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国公私立

私立

１．現在（令和３年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

127 0 0 732

（収容定員計算用）
H28 H29 H30 R1 R2 R3 計
117 117 122 122 127 127 732

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

117 117 122 122 127 127 732

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和４年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員
110 0 0 660

（収容定員計算用）
R4 R5 R6 R7 R8 R9 計
110 110 110 110 110 110 660

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

110 110 110 110 110 110 660

３．令和４年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

127 0 0 677

（収容定員計算用）
R4 R5 R6 R7 R8 R9 計
127 110 110 110 110 110 677

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

127 110 110 110 110 110 677

17

（内訳）

15

2

17

大学名

関西医科大学

（臨時的な措置で減
員した場合、その人
数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減
員した場合、その人
数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研
究医枠）

(3) 歯学部入学定員の削減を行う大学の特例に伴う入学
定員／編入学定員増（歯学部振替枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増
（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計
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１．地域の医師確保のための入学定員増について
増員希望人数 15

都道府県名 増員希望人数
大阪府 5
静岡県 8
新潟県 2

15
※「大学所在地以外の都道府県」が5都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

都道府県名
R2地域枠定員

（※1）
R2貸与者数

（※2）
R3地域枠定員

（※1）
R3貸与者数

（※2）

R2とR3の貸与
者数のうち多い

方の数

大阪府 5 5 5 5 5
静岡県 8 8 8 8 8
新潟県 2 2 2 2 2

0
0
0

計 15 15 15 15 15
（※1）臨時定員分のみご記入ください。
（※2）恒久定員の中で地域枠を実施している場合、恒久定員分の地域枠の人数も含めた修学資金の貸与実績をご記入ください。
※6都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

（１）対象都道府県名及び増員希望人数

（２）修学資金の貸与を受けた地域枠学生の確保状況

大学が所在する都道府県

大学所在地以外の都道府県

計
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１．大学が講ずる措置
１－１．地域枠学生の選抜
①令和２年度に実施した地域枠学生(令和３年入学)の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行った場合には、それぞれご記入ください。また、参考として学生募集要項の写しをご提出くださ

募集人数

うち臨時定員分

大阪府地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 5 5 H27

静岡県地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 8 8 H30

開始年度 備考

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。

出願要件（※1）

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。

（３）令和４年度地域の医師確保のための入学定員増について

入試区分 選抜方法（※1）

（1）大阪府地域枠、静岡県地域
枠、新潟県地域枠の選抜試験
は同日・同一会場で一斉にかつ
同条件で実施する。
（2）合否判定は、それぞれの枠
が定員に達するまで順次判定す
るため、各地域枠の合格最低点
は異なることがある。
（3）それぞれの枠において、合
格基準を満たす受験者がいない
と判定した場合には、合格者数
が募集人数を満たさない場合が
ある。
（4）第2次試験（面接）において、
各地域枠志願であることの確認
をする。
（1）大阪府地域枠、静岡県地域
枠、新潟県地域枠の選抜試験
は同日・同一会場で一斉にかつ
同条件で実施する。
（2）合否判定は、それぞれの枠
が定員に達するまで順次判定す
るため、各地域枠の合格最低点
は異なることがある。
（3）それぞれの枠において、合
格基準を満たす受験者がいない
と判定した場合には、合格者数
が募集人数を満たさない場合が
ある。
（4）第2次試験（面接）において、
各地域枠志願であることの確認
をする。

名称 選抜方式
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新潟県地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 2 2 R2

合計 15 15

（※1）貴大学において作成した学生募集要項に記載の内容をご記入ください。

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

②令和３年度に実施する地域枠学生(令和４年入学)の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行っている場合には、それぞれご記入ください。

また、参考としてPRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）の写しをご提出ください。

募集人数
うち臨時定員分

大阪府地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 5 5 H27

入試区分 選抜方法（※1） 出願要件（※1） 開始年度 備考

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。

（1）大阪府地域枠、静岡県地域
枠、新潟県地域枠の選抜試験
は同日・同一会場で一斉にかつ
同条件で実施する。
（2）合否判定は、それぞれの枠
が定員に達するまで順次判定す
るため、各地域枠の合格最低点
は異なることがある。
（3）それぞれの枠において、合
格基準を満たす受験者がいない
と判定した場合には、合格者数
が募集人数を満たさない場合が
ある。
（4）第2次試験（面接）において、
各地域枠志願であることの確認
をする。

名称 選抜方式

3つの地域枠は学校推薦型選抜
試験（専願制）で、研究医枠は一
般選抜試験で募集予定である。な
お、学校推薦選抜試験は既に発
表している「特別枠学校推薦」「一
般枠学校推薦」「特色選抜」と「地
域枠学校推薦」を合せて4つの出
願区分となるが、出願できるのは4
区分の中から1つのみになる。ま
た、地域枠の認可が学校推薦型
選抜試験の出願期間内に間に合
わなかった場合、選抜方法は改め
て本学ホームページで通知する。
いずれも文部科学省へ認可申請
予定のため内容が変更となる可
能性がある。認可後に改めて本学
ホームページで詳細を通知するの
で、必ずご確認すること。

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。
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静岡県地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 8 8 H30

新潟県地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 2 2 R2

合計 15 15
（※1）貴大学において、PRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）に記載の内容（貴大学において作成予定の学生募集要項に記載予定の内容）をご記入ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

3つの地域枠は学校推薦型選抜
試験（専願制）で、研究医枠は
一般選抜試験で募集予定であ
る。なお、学校推薦選抜試験は
既に発表している「特別枠学校
推薦」「一般枠学校推薦」「特色
選抜」と「地域枠学校推薦」を合
せて4つの出願区分となるが、
出願できるのは4区分の中から1
つのみになる。また、地域枠の
認可が学校推薦型選抜試験の
出願期間内に間に合わなかった
場合、選抜方法は改めて本学
ホームページで通知する。いず
れも文部科学省へ認可申請予
定のため内容が変更となる可能
性がある。認可後に改めて本学
ホームページで詳細を通知する
ので、必ずご確認すること。

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。

3つの地域枠は学校推薦型選抜
試験（専願制）で、研究医枠は
一般選抜試験で募集予定であ
る。なお、学校推薦選抜試験は
既に発表している「特別枠学校
推薦」「一般枠学校推薦」「特色
選抜」と「地域枠学校推薦」を合
せて4つの出願区分となるが、
出願できるのは4区分の中から1
つのみになる。また、地域枠の
認可が学校推薦型選抜試験の
出願期間内に間に合わなかった
場合、選抜方法は改めて本学
ホームページで通知する。いず
れも文部科学省へ認可申請予
定のため内容が変更となる可能
性がある。認可後に改めて本学
ホームページで詳細を通知する
ので、必ずご確認すること。

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。
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１－２．教育内容

②（過去に地域枠を設定したことがある場合）これまでの取組・実績を、3～5行程度で簡潔にご記入ください。

③上記①の教育内容（正規科目）について、講義・実習科目内容をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

地域枠学生 その他の学生
1 臨床実習入門 全員 必修 必修 実習 0.5

1
地域医療の実践
A1

地域枠学生 必修 講義 1

2
地域医療の実践
A2

地域枠学生 必修 講義 1

3
地域医療の実践
A3

地域枠学生 必修 講義 1

3
リサーチマインド
の実践Ｐ3

全員 必修 必修 実習 3

4
地域医療の実践
P４

地域枠学生 必修 実習 1

4 人間と社会P４ 全員 必修 必修 実習 1

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。（地域枠学生の希望者のみの場合は、対象者を「地域枠学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずそのままにご提出ください。

①地域枠学生が卒後に勤務することが見込まれる都道府県での地域医療実習など、地域医療を担う医師養成の観点からの教育内容の概要（令和４年度）に
ついて、5～6行程度で簡潔にご記入ください。

平成27年度から大阪府地域枠による増員を開始し、医師不足診療科・医師不足地域に係る講
義・実習を行ってきた。さらに、平成30年度には静岡県地域枠を定員5名で開始、令和2年度に
はこれを8名に増員を行うとともに、令和2年度にはさらに新潟県地域枠を定員2名で開始し、現
在に至っている。令和３年度までに、大阪府地域枠は入学定員どおり、毎年5名、累計35名の
入学者を確保し、静岡県地域枠も入学定員どおり累計26名、新潟県地域枠も入学定員どおり
累計4名の入学者を確保している。なお、令和3年3月に大阪府地域枠学生が4名卒業し、大阪
府との契約に則り、所定の初期研修に従事（大阪府が指定する病院又は診療所）している。

（参考：記入例）
平成○年度から地域枠による増員を開始し、□□、■■などの取組を
行ってきた。令和３年度までに△名の地域枠学生を確保し、そのうち▲
名が現在～～として地域医療に貢献している。

（参考：記入例）
1～2年次には、「○○」という科目を開講するとともに「△△」を必修化
し、～～を学んでいる。3～4年次には、××実習を行い、～～を学んで
いる。またキャリア支援として□□を実施している。令和４年度からは、
■■を新たに開始するなど、～～を図ることとしている。

対象者
（※1）

必修／選択の別 講義／実習の
別

単位
数

R3

R3

開始年度

H30

H30

R1

R2

R2

低学年では、医師としての心構えと態度を学んだ後、医師不足診療科の講義・早期体験実習、
地方の医療機関での早期体験実習、僻地医療対策講義及び医師不足問題セミナーを受講す
る。高学年になると、夏季休業期間を利用した医師不足地域・診療科・僻地医療施設での学外
見学実習を経て、学内の医師不足診療科での臨床実習、関連施設での社会医学実習、学外
の医師不足地域・診療科施設での臨床実習を行う。これらを通じて、医師不足診療科・地域に
従事する医師としての心構え、知識・技術の修得を図る。

対象学年 講義・実習名
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④大学の正規科目以外で、提供する地域医療教育プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名
対象者
（※1）

期間
（例：○週間）

開始年度

全学年
新潟県地域医療
夏季実習

地域枠学生 ３日間 R2

全学年 地域医療実習 地域枠学生 ２日間 R2

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにご提出ください。

⑤上記③④以外に、地域医療を担う医師の養成に関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。（令和３年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

あり

あり

都道府県との連携 プログラムの概要（1～2行程度）

地域医療の状況や重要性について学習し、医学生同
士の交流により、地域医療に貢献するという共通意識
を醸成する。
地域枠学生が卒後に勤務することが見込まれる新潟
県内の医療機関で地域医療を実習する。

取組の名称 取組の概要（1～2行程度） 開始年度

地域共生社会の実現に向けて
医療プロフェッショナリズムの実践A1（年間25コマ）の1コマを用いて、名張
市長、亀井利克特別招聘講師による地域共生社会の実現に必要な課題に
ついての講義を行っている。

H30

奥能登の地域医療
医療プロフェッショナリズムの実践A1（年間25コマ）の1コマを用いて、金沢
医科大学能登北部地域医療研究所所長、中橋毅教授を招聘し、地方にお
ける地域医療の現状、必要性について講義を行っている。

H30

少人数クラスによる地域医療に
関する授業

LPBL　A1（年間14コマ）の2コマを用いて、クラスを半分に分け、それぞれの
グループに対し、地域医療、地域保健の在り方と現状及び課題に関して本
学教授による講義を行っている。

H30
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２．都道府県等との連携

月額 総貸与額
大学の関与の

有無 (※1）

大阪府 5 新入生 100,000 7,200,000 ○ ○

ア．総合周産期
母子医療セン
ターに指定され
た医療機関又は
地域周産期母子
医療センターに
認定された医療
機関の産婦人科
(産)科・小児(新
生児)科
イ．小児科を協
力科とする救急
告示病院の小児
科
ウ．救命救急セ
ンター　ただし、
今後の医療環境
の変化に伴い、
指定診療業務の
追加及び各条項
に該当する医療
機関の変更を行
う場合がある。

静岡県 8 新入生 200,000 14,400,000 ○ ×

①都道府県が設定する奨学金について、以下をご記入ください。併せて、都道府県が厚生労働省に提出する予定の地域の医師確保等に関する計画及び「地域における医療及
び介護の総合的な確保の促進に関する法律」（平成元年法律第64号）第４条に規定する都道府県計画等に位置づけることを約束する文書を添付して下さい。
なお、複数の奨学金を設定している場合は、それぞれ記入ください。

備考

（1）大阪府地域枠、静岡県
地域枠、新潟県地域枠の選
抜試験は同日・同一会場で
一斉にかつ同条件で実施す
る。
（2）合否判定は、それぞれ
の枠が定員に達するまで順
次判定するため、各地域枠
の合格最低点は異なること
がある。
（3）それぞれの枠において、
合格基準を満たす受験者が
いないと判定した場合には、
合格者数が募集人数を満た
さない場合がある。
（4）第2次試験（面接）におい
て、各地域枠志願であること
の確認をする。
④その他の別記：本学より、
地域枠入試入学者を大阪府
に推薦し、府担当者による
面接を実施。

（1）大阪府地域枠、静岡
県地域枠、新潟県地域
枠の選抜試験は同日・
同一会場で一斉にかつ
同条件で実施する。
（2）合否判定は、それぞ
れの枠が定員に達する
まで順次判定するため、
各地域枠の合格最低点
は異なることがある。
（3）それぞれの枠におい
て、合格基準を満たす受
験者がいないと判定した
場合には、合格者数が
募集人数を満たさない場
合がある。
（4）第2次試験（面接）に
おいて、各地域枠志願で
あることの確認をする。

診療科の限定
の有無

（診療科の限
定がある場

合）
その診療科名

返還免除要件

次の1、2,、3及び４を全て満たし
た場合、返還が免除される。何
らかの理由により途中返還した
場合でも、以下のうち2、,3、4は
免除されない。　１．大学卒業
後、１年６カ月以内に医師免許
を取得すること（医師国家試験
の受験機会は2回）。　２．大学
卒業後、キャリア形成プログラ
ムの対象となること。　３．大学
卒業後（または医師国家試験合
格後）、引き続き９年間以上（初
期臨床研修期間を含む）、大阪
府内の医療機関（大阪府が指
定する病院又は診療所）に勤務
し、うち４年間以上（初期臨床研
修期間は含めない）は、大阪府
が定める「医師の確保を特に図
るべき区域」に所在する医療機
関に勤務すること。　４．初期臨
床研修修了後５年間以上、次の
アからウのいずれかの指定診
療業務（臨床研修の修了までに
大阪府が指定する診療業務）に
従事すること。（ア～ウは「（診
療科の限定がある場合）その診
療科名」欄へ記載。

・大学卒業後、2年以内
に医師免許の登録を完
了すること
 ・医師免許の登録後、
直ちに「静岡県キャリア
形成プログラム」に従
い、静岡県内の県立病
院、市町立病院などの
公的医療機関等9年間
勤務すること

選抜時期

選抜方法

④その他（備
考欄に記入）

③地域枠入学
者であれば別
途選抜を実施
せず貸与

貸与対象

貸与額　（例：200,000）
奨学金の設定

主体
貸与人数
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新潟県 2 新入生 300,000 21,600,000 ○ ×

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

②その他、都道府県と連携した取組があれば、簡潔にご記入ください。（例：在学中の学生に対する都道府県と連携した相談・指導、卒後のキャリアパス形成等に対する支援）（1～2行程度）

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

３．その他

（1）大阪府地域枠、静岡
県地域枠、新潟県地域
枠の選抜試験は同日・
同一会場で一斉にかつ
同条件で実施する。
（2）合否判定は、それぞ
れの枠が定員に達する
まで順次判定するため、
各地域枠の合格最低点
は異なることがある。
（3）それぞれの枠におい
て、合格基準を満たす受
験者がいないと判定した
場合には、合格者数が
募集人数を満たさない場
合がある。
（4）第2次試験（面接）に
おいて、各地域枠志願で
あることの確認をする。

１～２に記入したもの以外で、その他、地域の医師確保の観点から大学の今後の取組があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）
特に、都道府県からの奨学金の貸与を受ける者、地域枠入学者を確保するために貴大学で取り組まれていることや今後の取組み予定がありましたら、ご記入ください。

・大学卒業後、2年以内に医師
免許を取得すること
 ・医師免許の登録後、直ちに新
潟県医歯学総合病院又はそれ
以外の新潟県内の臨床研修病
院で卒後臨床研修に従事する
こと
 ・卒後臨床研修修了後、直ちに
指定する医療機関に勤務する
こと。期間は卒後臨床研修期間
を含め9年間。指定する医療機
関は、新潟県内の医師不足地
域に所在する病院等となる。た
だし、救急医療の確保等特段の
理由がある場合は、上記以外
の医療機関を指定することがあ
る。（臨床研修の2年間を含む）
・新潟県内で夏季休暇等を利用
して行う地域医療に関する実習
（2～3日間程度）に毎年（1～5
年生まで必ず参加すること。（大
学所在地からの旅費は、県の
旅費規程に基づき算定した額
を、（公財）新潟県医学振興会
から支給する。）

③地域枠入学
者であれば別
途選抜を実施
せず貸与

取組の名称

大阪府、新潟県（静岡県は都合が付かず資料のみの参加）の職員が令和３年７月
に開催した本学オープンキャンパスに来学し、認可申請予定を前提とした説明会、
個別相談会を実施した。令和４年度以降も大阪府、静岡県、新潟県の参加を促し、
継続して実施予定。・新潟県主催の「地域医療を担う医師を目指す医学部志望者向

地域枠に係る関西医科大学と新
潟県との協定締結

本学学長と新潟県知事の間で、学生を新潟県の地域医療を担う
医師として育成するよう相互に協力する協定書を締結(収容定員
変更の学則認可後)

R2

取組の概要（1～2行程度） 開始年度
大阪府地域医療確保修学資金等
貸付金被貸与者説明会

本学教員による地域枠学生向け講義、大阪府地域医療確保修学
資金等貸付金の事務手続き等

H27

静岡県医学修学研修資金利用者
意見交換会及び病院合同説明会

医学修学研修資金制度の説明、専任医師によるキャリア相談、県
内病院で活躍する先輩医師等との意見交換等

H30

 (※1）○の場合は、備考欄に詳細をご記入ください。
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け大学入試等説明会」に参加し、地域枠受験者の増加及び入学者の確保に努めて
いる。
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２．研究医養成のための入学定員増について
増員希望人数 2

（１）令和４年度研究医養成のための入学定員増について
大学が講ずる措置
※令和３年度までの取組を継続して行う場合には、必要に応じて見直しを行ったうえで、当該取組も記載すること。

１．コンソーシアムの形成
①以下をご記入ください。複数のコンソーシアムを形成している場合には、コンソーシアムごとにご記入ください。

No.1

No.2
No.3
 (※1）過去に研究医枠により入学定員増を実施したことがない大学のみご記入ください。過去に研究医枠による増員を行った大学については、当該欄は記入不要です。

連携大学 取組の概要（1～3行程度）
（連携先大学が研究医枠による増員を

行っている場合）
連携大学との役割分担 (※1）

開始年度

大阪医科薬科大学、兵庫医
科大学、奈良県立医科大
学、神戸大学医学部

運営委員会を設置し第三者評価を実
施。年1回、研究発表会を兼ねたリト
リートを実施。

H25
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２．特別コース（※）の設定
（※）「特別コース」とは、学部・大学院教育を一貫して見通した研究医養成のための重点的プログラムを指します。

②研究医養成のための一貫した特別コースついて、以下をご記入ください。併せて、概要がわかる資料をご提出ください。

コースの名称 年次
募集定員

（※2）
開始年度

（※1）複数段階に分けて選抜を行っている場合には、該当する全てに○をご記入ください。
（※2）最低人数を定めている場合には、「○名以上」という形でご記入ください。
（※3）特別コースの学生の大学院進学時期について全てご記載ください。（例：5年次（MD-PhD）／卒後直後に進学／卒後、臨床研修後に進学／卒後、臨床研修と並行して進学）

③研究医養成のための選抜入試について、以下をご記入ください。

（「○」を選択した場合）以下をご記入するとともに、募集要項の写しをご提出ください。

募集人数
うち臨時定員分

合計 0 0
（※1）貴大学にて作成予定の学生募集要項の事項をそのままご記入ください。
※複数種類の選抜を行っている場合には、それぞれご記入ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

備考

研究医養成のために特別な
入試を実施しているか。

×

名称 入試区分 選抜方法（※1） 開始年度

○
その他（備考欄に詳細を記
入）

研究マインド
育成プログラ
ム

1、2年次 H25

研究医養成コースのプレプログラム

選抜入試

○
特定の学年次に希望者を募
集

研究医養成
コース

3年次以上 4名以上

卒後、臨床研修と並行し
て或いは臨床研修後に
進学

H25

1、2学年では3学年から始まるコース履修のプレプログラムとして、「研究マインド育成プログラム」を実
施。1学年時に「リサーチマインドの実践セミナー」を受講した学生から参加者を募っている。1学年から
放課後等を利用して、希望する研究室において研究活動を始めることが可能である。3学年から始ま
る研究医養成コースを履修するには、連携先大学の教員も構成員とした研究医養成コース運営委員
会の審査を受け、合格する必要がある。修了認定は、研究修了報告書の提出に加え、研究発表を行
わなければならない。
今年4月に研究医養成コース1期生である卒後3年目の医師1名が本学基礎系の大学院に進学した。
また、令和4年度から、初期研修医の枠として基礎研究医枠を1名有することになった。

（参考：記入例）
MD-PhDコースや▲年次での大学院進学を促すとともに、○年次に選抜を行い、「○○」と
いう科目等を開講して～～を学んでいる。学部・大学院での一貫した研究を促すため、△
△、□□を行っている。またキャリア支援として、～～を実施している。令和４年度からは、
■■を新たに開始するなど、～～を図ることとしている。

選抜の時期　（※1）
大学院への進学時期

（※3）
備考

①特別コースの概要について、5～6行程度で簡潔にご記入ください。その際、平成22年度～令和３年度に実施した取組で継続して行うもののほか、令和４年度
に新たに行おうとする取組についてもご記入ください。
（選抜の時期、授業内容、特別コースに入ることにより大学院進学が促進される仕組み（MD-PhD、単位の先行履修、論文認定、キャリア支援の取組など）

16



④研究医養成のための教育内容（正規科目）について、以下をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

研究医コース
学生

その他の
学生

1
リサーチマイン
ドの実践セミ

全員 必修 選択必修 講義 1 H25

2
リサーチマイン
ドの実践A2

全員 必修 必修 講義 1 R1

3
リサーチマイン
ドの実践P3

全員 必修 必修 実習 3 H25

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

⑤大学の正規科目以外で、研究医養成プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名
対象者
（※1）

期間
（例：○週間）

開始年度

1-6学年
コンソーシアム
合宿

研究医コー
ス学生

1泊2日 H26

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「研究医コース学生」「全員」のうちから選択ください。

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

開始年度

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「研究医コース学生」「全員」のうちから選択ください。（研究医コース学生の希望者のみの場合は、対象者
を「研究医コース学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載ください。）

プログラムの概要（1～2行程度）

連携大学との合同合宿。ポスター発表、グループワーク、講演の聴講。

対象学年 講義・実習名
対象者
（※1）

必修／選択の別
講義／実
習の別

単位数
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⑥特別コースに関する取組のうち、以下の項目に関連するものについてご記入ください。なお、必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

開始年度

H29

H26

H25

R3

H25

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

開始年度

H28

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

⑧特別コースの履修者の確保状況について、以下をご記入ください。
R１ R２ R３

人数（名） 10 8 5
※当該年度の新規履修者のみを計上してください。

直近3年間の平均
7.666666667

⑦上記②～⑥以外に、研究医養成の特別コースに関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。
（令和３年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

取組の名称 取組の概要（1～2行程度）

大学院科目等履修生
大学院の講義を学部学生の間に受講することがで
きる。

臨床研修により研究活動が中断されるこ
とのないようにするための配慮

社会人学生として、卒後のどの時点からであっても
大学院に進学可能。臨床系の各講座に研究医長を
配置。

臨床研修により研究活動が中断されるこ
とのないようにするための配慮

R4年度から初期研修の新規プログラムとして基礎研
究医プログラムが附属病院において1名認められ、
臨床研修と基礎研究を両立する環境整備ができた。

研究医となった際の常勤ポストの確保
基礎社会系講座での任期付博士研究員への任用を
決定。

（項目：専用の入試枠の設定による選抜の実施、学生が研究活動を実施するために必要となる研究費の予算措置、学生の学会発表、
論文発表の機会の設定及び指導体制の構築、臨床研修により研究活動が中断されることのないようにするための配慮、研究医となっ
た際の常勤ポストの確保、海外での研修の機会（1か月以上））

（項目） 概要（1～2行程度）

学生が研究活動を実施するために必要と
なる研究費の予算措置

学生からの申請に基づき、１人11万円（R2年度実
績）を上限に研究費、学会参加費・旅費の補助を受
けることができる。

学生の学会発表、論文発表の機会の設
定及び指導体制の構築

コンソーシアム合宿、本学学術祭、西日本医学生学
術フォーラム、その他学会等で積極的に発表済み。
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３．奨学金の設定

No.1 学生奨学金(研究医
養成コース) 大学 貸与

コース履修
者の範囲内

有

No.2 学生研究員給付奨
学金 大学 給付

コース履修
者の範囲内

有

No.3

（続き）
月額 総支給額

No.1
年間100万
円

最大400万円 H25

No.2
ランク、研
究従事時間
によって異

ランク、研究
従事時間に
よって異なる

R2

No.3
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

半期ごとに申請要
半期で、6万円～30万円。

支給額 （例：200,000）
返還免除要件 開始年度 備考

学部卒業後引き続き、又は初期臨床研修修了後引き続き、又は初期臨
床研修２年目に本学大学院に進学し基礎社会系講座を専攻する。或い
は、臨床系講座を専攻し、他科目履修により基礎社会系講座で研究活動
を行う。大学院修了後は、貸与期間以上、本学で研究医として研究に従
事した者に対して、全額の返還を免除する。

1年ごとに申請要

特別コース生のみ 医学部3～6学年

特別コース生のみ 医学部2～6学年

①卒後一定期間の研究医としての従事を要件とする奨学金の設定について、以下をご記入ください。
複数の奨学金を設定している場合には、それぞれについてご記入ください。

名称
設定主体

（例：大学、
○○財団）

給付／貸与
の別

支給対象 募集人数 選抜の有無
支給期間

（例：大学院1～3年次（3年
間））
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（２）研究医養成拠点として相応しい実績
①－１．継続的に大学院生を輩出してきた客観的な実績について、以下をご記入ください。

R１ R２ R３

4 6 4

31 18 25

H30 R１ R２

2 3 1

9 9 17

①－2．その他、継続的に大学院生を輩出してきた客観的な実績があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）

②－１．継続的に研究医を輩出してきた客観的な実績について、以下をご記入ください。

H30 R１ R２

0 0 1

8 9 16

8 9 17

②－2．その他、継続的に研究医を輩出してきた客観的な実績があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）

【C】【D】のうち、臨床系に就
職したが基礎・社会学研究
に従事する者等の数（※1）

11

合計 11.33333333
（※1）一度臨床系（基礎系以外）に進んだものの実態としては研究に従事している又は従事する見込みがある者の数。
（例：臨床医として働きながら研究活動を行っている者、常勤ポストではないが大学の身分を有し研究活動を行っている
者、現在臨床医として勤務しているが将来的に研究に従事する意思を大学が確認している者）

①-2と同様。

合計 11.66666667

本学大学院では「他科目履修制度」があり、臨床系の大学院に所属しながらも基
礎社会系の授業科目等（リサーチワーク）を履修し、これを所定の単位に充当する
ことが可能になっている。①-1は、当該制度利用者を【A】に含んでいる。

（博士課程修了年度） 直近3年間の平均

【C】【D】のうち、基礎・社会学
研究分野の就職者数

0.333333333

【A】の修了者数（【C】） 2

【B】のうち、基礎・社会学系
の論文（又は共著論文）を執
筆した修了者数（【D】）

7 6 16 9.666666667

基礎・社会系大学院進学者
数（【A】）

4.666666667

臨床系大学院進学者数
（【B】）

24.66666667

（博士課程修了年度） 直近3年間の平均

（入学年度） 直近3年間の平均
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③大学教育改革の支援に関する補助事業の採択実績等
※必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

採択年度
（○年度～
○年度）

H25～H28

H26、H28、
H29、R2

H26～H30

H29～R3

H30～R2

H30

R1、R2

④他大学と比較した際に研究医養成拠点として相応しいと考えられる客観的な実績（科学研究費採択率等）
※必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

（３）過去に研究医枠による入学定員増を実施した場合の令和３年度における状況
①過去に入学定員増を実施した際に計画していた研究医養成に関する取組について、
その有効性が高いことを確認している旨を、確認方法等とともにご記入ください。
（例：第三者による評価、学内委員会による評価）
研究医養成コースの学生の選抜、修了認定の審査や、本学の研究医に関する取り組み全般を客観的に評価する役割と
して、研究医養成コース運営委員会を組織している。当委員会には、コンソーシアムを形成している他大学の教員も構成
員として加わり、定期的に第三者評価を実施している。昨年はコロナ禍によりコンソーシアム合宿は実施できなかった
が、その代替としてYouTubeを活用して学生の発表を行い、個々の学生の研究活動に対しても第三者評価を継続して実
施した。
また、昨年秋に受審した一般社団法人日本医学教育評価機構による医学教育分野別評価では、本学の研究医養成
コース及びリサーチマインドを涵養する医学部生への必須カリキュラムが高く評価された。

私立大学等改革総合支援事
業タイプ2

産業界との連携

私立大学等改革総合支援事
業タイプ4

社会実装の推進

概要（1～3行程度）
令和元年度からURAを配置して研究費獲得に力を入れており、成果を上げてい
る。科研費の採択状況は、本学が中期計画目標に掲げていた科研費採択件数
150件、採択金額3億円を令和元年度に上回り、右肩上がりにある。

課題解決型高度医療人材養
成プログラム

災害医療のメディカルディレクター養成

多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材」養成プ
ラン

7大学連携個別化がん医療実践者養成プラン

私立大学研究ブランディング
事業

難治性免疫・アレルギー疾患の最先端研究拠点大
学としてのブランド形成

採択事業名 概要（1～3行程度）

がんプロフェッショナル養成
基盤推進プラン

7大学連携先端的がん教育基盤創造プラン

私立大学等改革総合支援事
業タイプ1

教育の質的転換、特色ある教育の展開
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シラバス⼊⼒
⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA121000
名称 リサーチマインドの実践

2021年4⽉1⽇現在

シラバスを編集する

1.コースの概要ならびに到達⽬標

 基礎研究者のみならず、臨床医においても、科学性や倫理性を追求しながら⽇々の臨床
を⾏う必要があり、そのためにも早期からリサーチマインドを育成することが重要であ
る。
 本コースは基礎医学研究に興味を持ち、医師として必要なリサーチマインドの育成と実
践について理解することを⽬的とする。
 1学年では「A1︓(基礎医学セミナー)」として、基礎医学に関連する課題を⾃⼰学習
し、リサーチマインドを育成する。2学年では「A2︓(先端医学)」として、主に本学で⾏
われている最先端の医学研究をオムニバス形式で紹介する。3学年では、「P3︓(配属実
習)」として、すでに学んだ教養・基礎・社会医学的知識が実際の研究室、医療現場でどの
ように応⽤され、実践されているかを、⾃らが体験し⾃主的に学ぶ。

 基礎医学研究に興味を持ち、医師として必要なリサーチマインドの育成を⽬的とする本
コースでは、以下のディプロマ・ポリシー(DP)が本コースの到達⽬標となる。 
 その詳細はユニットの到達⽬標に⽰す。

5. 医学的知識・技能 
(1) 国際的・社会的に貢献できる幅広い教養、特定分野にとらわれない医学的知識を修得
する。
6. 科学的思考・問題解決能⼒ 
(1) 科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。 
9. 国際的視野・地域医療 
(1) 国際的視野を持ち、医療⼈として国際社会に貢献できる。

CSVエクスポート CSVインポート [公開] ⼊⼒期限:2021/03/22

該当するシラバスが⾒つかりませんでした
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2.構成ユニット

ユニット名 ユニットディレクター
リサーチマインドの実践 A1 松⽥ 達志
リサーチマインドの実践 A2 ⼈⾒ 浩史
リサーチマインドの実践 P3 野村 昌作

Powered by KMULAS

該当するシラバスが⾒つかりませんでした
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シラバス⼊⼒
⼀覧に戻る

名称 リサーチマインドの実践セミナー(初版)
2021年4⽉1⽇現在

シラバス管理者により編集ロックされているため編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
サブユニットディレクター 附属⽣命医学研究所⽣体情報部⾨ 松⽥ 達志
講義担当者 附属⽣命医学研究所⽣体情報部⾨ 松⽥ 達志
講義担当者 附属⽣命医学研究所⽣体情報部⾨ 住吉 ⿇実

2.到達⽬標

5. 医学的知識・技能 
(1) 国際的・社会的に貢献できる幅広い教養、特定分野にとらわれない医学的知識を修得する。 
●最新の医学の進歩に関して情報を集め理解できる。
●英語の参考書を読んで内容をまとめることができる。

6. 科学的思考・問題解決能⼒ 
(1) 科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。 
●最新の参考書や参考⽂献を読み要点を整理して説明できる。
●理解できない点に関して疑問点を提起できる。
●未解決問題に対して仮説を⽴てることができる。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付
時
限

テーマ 授業の到達⽬標 教員名

1 5/20(⽊) 5 ゲノム構造 ゲノム・染⾊体・遺伝⼦の構造および機能調節機構の多様性と疾患との関連を説明でき
る。

松⽥・住
吉

2 5/27(⽊) 5 遺伝⼦発現調節とシグナル
伝達

細胞内シグナル伝達の種類と機序および疾患との関連を説明できる。 松⽥・住
吉

3 6/3(⽊) 5 がん 発癌のメカニズムと、病態を説明できる。 松⽥・住
吉

4 6/10(⽊) 5 免疫とアレルギー ⽣体防御機構における免疫系の特徴(特異性、多様性、寛容、記憶)と疾患との関連を説
明できる。

松⽥・住
吉

5 6/17(⽊) 5 基礎研究と医学の発展 医学研究を⽀える基礎研究の重要性を理解し、⾃分の⾔葉で説明できる。 松⽥・住
吉

6 6/24(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住
吉

7 7/1(⽊) 5 最新の医学研究紹介 医学研究の現状や今後の課題を理解し、⾃分の⾔葉で説明できる。 松⽥・住
吉

8 7/8(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住
吉

9 9/2(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住
吉

10 9/9(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住
吉

11 9/16(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住
吉

12 9/24(⾦) 5 〃 〃 松⽥・住
吉

CSVエクスポート CSVインポート [未着⼿] ⼊⼒期限:2021/03/15
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吉
13 10/8(⾦) 5 〃 〃 松⽥・住

吉
14 10/14(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住

吉
15 10/21(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住

吉

4.講義・演習・実習の説明

 近年のヒトゲノム完全解読をきっかけとして⼤きく変化してきている“ヒト”“疾患”“治療”等の最新の情報を、グループ学習で学ぶ(研究医枠カリキュ
ラムとして開講するが、興味がある全ての学⽣の参加を歓迎する)。 
 医学研究を理解する上で必要となる知識(ゲノム構造・遺伝⼦発現調節とシグナル伝達・がん・免疫とアレルギー)の概要講義を⾏った後、本学で⾏な
われている医学研究を紹介し、その内容について全員で討議する。

5.事前事後学習の指⽰など

 指定する参考書（「細胞の分⼦⽣物学」・「エッセンシャル細胞⽣物学」・「細胞のシグナル伝達」など）の該当箇所ならびに事前に配布される資料
をもとに３０分程度の事前学習を⾏い、問題点を整理した上で講義に臨むこと。
 講義前や講義中に⽣じた疑問は教員に質問すると共に、興味がある内容については事後学習に必要な資料を教員に問い合わせること。

6.評価基準・⽅法

 講義・研究紹介に対する理解度（50％）ならびに質問の回数・内容（50％）を評価する。 
 質問に対するフィードバックはその都度⾏う。

7.教科書・参考書

 プリントを適宜配付する。

8.その他の指⽰、注意事項

 本セミナーは第3学年から開始する“研究医養成コース”の準備プログラムである“研究マインド育成プログラム”の⼀環であり、学内各研究室での研究
や上級学年の研究医養成コースの学⽣との情報交換会、および近隣国公私⽴医科⼤学・医学部の研究医養成コースとのコンソーシアム合宿等の窓⼝とな
ることから、研究医養成コースに興味のある学⽣は出来るだけ参加されたい。
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

iPS

107-01.iPS再⽣医学講座-コース扉107-05.iPS再⽣医学講座-ユニット・サブユニット(試験無し)107-06.iPS再⽣医学講座-2クラスユニット・サブユニット
(試験無し)108-04.iPS応⽤医学講座-サブユニット

107-05.iPS再⽣医学講座-ユニット・サブユニット(試験無し)

2021年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

名称 リサーチマインドの実践 A2(初版)
2021年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

このシラバスは編集ロックされています。シラバス⼊⼒者はシラバスを編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
ユニットディレクター iPS・幹細胞再⽣医学講座 ⼈⾒ 浩史
講義担当者 iPS・幹細胞再⽣医学講座 ⼈⾒ 浩史、服部 ⽂幸

iPS・幹細胞応⽤医学講座 六⾞ 恵⼦
附属⽣命医学研究所 ⽣体情報部⾨ 松⽥ 達志
附属⽣命医学研究所 神経機能部⾨ ⼩早川 令⼦、⼩早川 ⾼
附属⽣命医学研究所 侵襲反応制御部⾨ 廣⽥ 喜⼀
附属⽣命医学研究所 ゲノム解析部⾨ ⽇笠 幸⼀郎
附属⽣命医学研究所 ゲノム編集部⾨ 徳弘 圭造
薬理学講座 中邨 智之
医化学講座 寿野 良⼆

2.到達⽬標

5. 医学的知識・技能 
(1) 国際的・社会的に貢献できる幅広い教養、特定分野にとらわれない医学的知識を修得する。 
●基礎医学研究の意義について理解する。
●医学研究の最新の知⾒について理解する。

6. 科学的思考・問題解決能⼒ 
(1) 科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。 
●臨床的疑問から研究仮説を設定し、研究デザインを作成する過程を理解する。
●先⾏研究を参考にし、仮説の整合性を検討する研究計画を⽴案する過程を理解する。
●研究仮説を検証する最新の研究⼿法について理解する。

7. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習 
(1) ⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。 

Copy
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●⽣涯にわたりリサーチマインドを持ち続ける意義について理解できる。

9. 国際的視野・地域医療 
(1) 国際的視野を持ち、医療⼈として国際社会に貢献できる。 
●科学論⽂報告の実際について知り、国際的に情報を発信する⼿段を理解する。
●海外留学や海外学会発表を通じて、国際的視野を広げる⼿段を理解する。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付
時
限

テーマ 授業の到達⽬標 教員名

1 10/8(⾦) 1 再⽣医学研究と臨床応⽤ 再⽣医学研究の現状について説明できる。今後の臨床応⽤と腎臓領域の再⽣医療
について理解する。

⼈ ⾒

2 10/22(⾦) 1 幹細胞技術を駆使した難病研究と先駆
的医療開発

基礎医学の重要性を理解する。実証研究のサイクルを説明できる。 六 ⾞

3 11/5(⾦) 1 細胞応答とシグナル伝達 細胞内シグナル伝達過程を説明できる。 松 ⽥
4 11/12(⾦) 1 酸素⽣物学の新展開-診療と研究の両⽴

を視野に-
酸素⽣物学の概略を説明できる。医師にとっての基礎研究の重要性を理解でき
る。

廣 ⽥

5 11/19(⾦) 1 ゲノム情報と個別化医療 ゲノム医学研究の重要性について理解する。 ⽇ 笠
6 11/26(⾦) 1 遺伝⼦改変マウスを⽤いた不妊症の原

因解明
不妊症の原因について概説できる。疾患モデル動物を⽤いた研究⼿法を理解す
る。

徳 弘

7 11/29(⽉) 3 科学的発想と発明 様々な科学的発明について、その過程を理解する。 服 部
8 11/29(⽉) 4 ⼼臓再⽣医療研究の現状 ⼼不全について理解し、再⽣医療の⽬標と現状を理解する。 服 部
9 12/1(⽔) 1 感覚と⾏動の制御原理 脳の⾏動制御のメカニズムとその研究法を理解する。 ⼩早川

(令）
10 12/1(⽔) 2 ⼈⼯冬眠状態を誘導する⾰新技術 ⼈⼯冬眠による未来医療の可能性を理解し議論できる。 ⼩早川

(⾼）
11 12/3(⾦) 1 ⽣体の伸縮性を⽣み出す仕組み 主な細胞外マトリックスとその機能を説明できる。 中 邨
12 12/3(⾦) 2 医学薬学に貢献するタンパク質の構造

解析
タンパク質の構造解析について説明できる。 寿 野

4.講義・演習・実習の説明

近年、⽇本⼈研究者によるノーベル⽣理学・医学賞の受賞が続く⼀⽅で、医学部卒業後に基礎医学研究に進む学⽣は少なくなっており、⽇本の医学研究、特
に基礎医学研究の崩壊が危惧されている。
そこで本ユニットでは、リサーチマインドの向上を⽬的として、主に本学で⾏われている最先端の医学研究を紹介する。
さらに研究の⽴案から実施、海外学会発表や科学論⽂報告までを概説する。

5.事前事後学習の指⽰など

事前に配布された資料を講義前に確認し、30分間程度整理した上で講義に臨むこと。 
講義前や講義中に⽣じた疑問は教員に質問し、興味がある内容については事後学習に必要な資料を教員に問い合わせること。

6.評価基準・⽅法

出席を重視する。講義に臨む態度(20％)、⼩テストやレポートの内容で評価(80％)する。 
また、フィードバックについては、レポートを返却するので、事後学習等に役⽴てること。

7.教科書・参考書

特に指定しない。

8.その他の指⽰、注意事項

最新の医学研究を講義するため、理解が難しい内容が含まれることもある。
そのため⼗分予習し、疑問点は積極的に質問することで理解を深めること。
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

学務課

200-01.学務課-コース扉200-05.学務課-ユニット・サブユニット(試験無し)200-06.学務課-2クラスユニット・サブユニット200-10.学務課-総合⼈間医学

200-05.学務課-ユニット・サブユニット(試験無し)

2021年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA12P300origin
名称 リサーチマインドの実践 P3(初版)

2021年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

このシラバスは編集ロックされています。シラバス⼊⼒者はシラバスを編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
科⽬責任者 医学部教務部⻑

(内科学第⼀講座)
野村 昌作

指導教員 配属先教員

2.到達⽬標

６. 科学的思考・問題解決能⼒ 
（1）科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。 
７. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習 
（1）⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。 
●すでに学んだ教養・基礎・社会医学的知識が実際の研究室、医療現場でどのように応⽤され、実践されているのかを⾃主的に学習し、理解することを⽬標とす
る。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付 時限 テーマ 授業の到達⽬標 教員名
4週間以上の
実習

令和4年1⽉24⽇（⽉）から令和4年2⽉18⽇（⾦）ま
での期間

1〜5
限

配属先の提⽰するテ
ーマ

配属先の提⽰するテーマについてレポートの作成が
出来る。

配属先教
員

4.講義・演習・実習の説明

学内の各講座あるいは教室が提案する実習プログラムには受け⼊れ⼈数の制限があるものの、学⽣の希望に基づき選択することができる。また、⾃学、⾃律の精神
に基づき学⽣⾃らが提案した海外や学外での実習も、内容によっては許可している。
特別枠・地域枠の学⽣は、公衆衛⽣学や内科、⼩児科、外科、⼼外、呼外、脳外、産婦⼈科、救急医学科等での実習を優先的に受け、地域医療や医師不⾜診療科を
より深く学ぶ。また、公⽴⽳⽔総合病院での実習を積極的に志望し、実習を⾏うことを義務付ける。

5.事前事後学習の指⽰など

配属先の講座の指⽰に従うこと。
配属先によっては実験動物・実験動物施設講習会の受講が義務付けられる。

Copy
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search

CSVエクスポート CSVインポート [未着⼿] ⼊⼒期限:2021/03/31
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6.評価基準・⽅法

１）本科⽬は、受講態度および実習後のレポートを総合的に各講座主任が評価する。（100％） 
２）出席は配属先の指⽰に従うこと
３）実習後のレポート提出を義務付ける。

7.教科書・参考書

配属先の講座の指定による。

8.その他の指⽰、注意事項

本科⽬について説明会を実施するので、必ず説明会に出席すること
実習期間は、各講座によって異なるため、⼗分に確認をすること
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研究マインド
育成プログラム

学部 1～2年

博士課程 1～5年

研究医

一
般
入
試 定員：４名

学部 3～6年

※入学のタイミングは自由
※3～5年で習得

その他

研究医養成コース

R３研究医枠定員数：2名
増員開始年度：2013(H25)
R４増員希望数：2名

関西医科大学 ※青枠は奨学金貸与/給付がある期間
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令和 3年 6月 28日 

研究医養成コース履修学生 各位 

受入講座等主任 各位 

受入講座等指導教員 各位 

研究医養成コース運営委員会 

委員長   中邨 智之       

 

令和 3年度学内研究助成 E 

（研究医養成コース履修学生）の募集について 

 

 標記の件、令和 3年度の募集をいたします。 

 つきましては、下記の要領により関係書類を作成のうえ、所定の期日までに医学教育センター

宛（担当：鳴尾）ご提出ください。 

記 

●申請について 

１．対象は研究医養成コース履修学生とする。 

２．申請には受入講座の承認が必要である。 

３．申請総額は 1０万円（予定）とする。 

（※審査により、採否を決定します。また、交付額については、申請数によって調整します。） 

４．学会参加費・旅費については、いずれも原則、当該学生が発表する場合に限る。 

なお、旅行を伴う学会への参加の可否は、大学の方針に基づき、許可しない場合がある。 

（※別途学会参加 1週前までに「学会参加申請書」を提出し、帰学後「同報告書」を提出 

すること。） 

５．予算残額の範囲内で、申請に基づき研究マインド育成プログラム学生の学会参加費、旅費に

対し優先的に助成する。 

（※該当者がいる場合は速やかにご相談ください。なお、残予算には限りがありますので、助

成できない場合もあります。） 

６．この経費は次年度に繰り越すことはできない。 

７．交付を受けた者は、本委員会が指定する学内行事で発表（口頭若しくはポスター）を行うこと。 

（※令和 3年度については、11月初旬の「第 5回学術祭」を予定しています。） 

８．交付を受けた者は、令和 4年 3 月 31日までに「学内研究助成 E 報告書」を提出すること。 

９．論文発表のときには次の文言を含めること。 

和文：本研究は、関西医科大学研究助成金 Eを受けて行った。 

英文：This work was supported by the research grant E from Kansai Medical University. 

 

●計画調書の作成要領について 

下記の点に留意して作成のこと。 

１．研究目的の明確さ 

研究目的は広い領域を包括するような漠然としたものではなく、具体的な目標に焦点が絞

られ、問題意識は明確であるか。 

２．研究計画の妥当性 

研究計画は十分に練られ、その進め方が着実なものとなっており、上記１．の目的を達成す

るために適切であるか。 

３．学界への貢献度 

その研究成果が学術の進展に貢献する程度はどうか。 

４．特色性・独創性 

特色ある研究であり、その研究目的、研究計画及び研究方法は独創的なものであるか。 

５．研究遂行の能力 

研究者の研究業績に鑑み、その研究を遂行し、所期の成果をあげることが期待できるか。 

６．申請研究経費の合理性 

申請研究経費の内容は妥当であり、また、有効に使用されることが見込まれるか。 
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●提出について 

１．提出書類 

研究計画調書    1 部 

（併せて、メール等により電子データもご提出ください。） 

２．提出期限：令和 3 年 7月 16 日（金）・・・提出期限は厳守願います。 

３．提出及び照会先：医学教育センター（枚方学舎 4階） 

 担当：鳴尾 naruosh@hirakata.kmu.ac.jp（内線 2096） 

以 上 
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令和 2 年 10 月 31 日 

研究医養成コース 

研究マインド育成プログラム 

学生 各位 

 

関西医科大学学務部学務課 

 

研究医養成コースコンソーシアム合宿のオンライン開催について（通知） 

 

 本学研究医養成コース運営委員会では、例年コンソーシアム合宿を開催しているところ

ですが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、合宿の代替措置として、オンデ

マンド動画を作成のうえ、Web 上に公開し、各大学対象者が閲覧する形式のオンライン開

催とすることとなりました。 

 つきましては、動画発表を行う学生は、別紙動画作成要領を参考に動画を作成の上、

YouTube にアップロードし、自己紹介シート・サマリーシートにアップロード先の URL を

記載して 11 月 30 日（月）までに学務課（担当：鳴尾・大瀧）宛に送付してください。 

敬具 

 

記 

 

動画公開期間：令和 2 年 12 月 4 日（金）～令和 2 年 12 月 27 日（日） 

動画公開方法：別紙を参考に作成したファイルを YouTube に限定公開設定でアップロード 

その他   ：動画公開までのスケジュール、動画作成方法などの詳細については別紙資料

をご確認ください。 

 

連絡先：関西医科大学大学事務部学務課 鳴尾、大瀧 

         電話：072-804-0163 Email：naruosh@hirakata.kmu.ac.jp 

 

以 上 
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【別紙】 

１．全体スケジュール 

11 月 2 日(月) ：各学生へ動画作成・自己紹介シート・サマリーシートの作成を依頼 

～11 月 30 日(月) ：教員の指導のもと、作成した動画を YouTube にアップロード。 

   自己紹介シート・サマリーシートを各大学事務担当者に提出。 

12 月 1 日(火) ：各大学事務担当者が取りまとめた自己紹介シート・サマリーシートを 

   関西医科大学学務課（担当：鳴尾）宛提出。 

12 月 3 日(木) ：自己紹介シート・サマリーシートを PDF 冊子化したものを各大学事務 

担当者に送付。 

12 月 4 日(金) ：参加学生・指導教員に PDF 冊子を送付。 

～12 月 27 日(日) ：PDF 冊子に掲載している URL をもとに、学生・教員が動画を視聴。 

   YouTube のコメント機能・評価機能により、交流。 

※動画を作成していない学生が、動画を視聴することは差し支えありません。 

 

２．作業要領 

２－１．動画作成 

学生は以下を参考に各自で動画を作成し、YouTube にアップロードする。 

①PowerPoint 等のソフトを使用して発表スライドを作成する。 

※発表スライドには自己紹介や研究目的などを含め、初めて研究内容に触れる学生にも理

解できるように心がけてください。動画の長さは 5～10 分程度を目安としますが、特に

制限は設けていません。 

※動画は限定公開設定ですが、URL さえあれば誰でも視聴することができます。 

個人情報や機微情報、著作物の取扱いについては必ず教員の指導・確認を受けてください。 

②PowerPoint の動画作成機能や Zoom の録画機能などを用いて、スライドに音声を吹き込

んだ動画を作成する。ファイル形式は MP4・WME 等、YouTube にアップロードできる

ものに限る。 

※PowerPoint であれば、「スライドショー」タブから「スライドショーの記録」を行うこと

で MP4 形式の動画ファイルを作成することが出来ます。 

③YouTube のチャンネルを作成し、限定公開設定で動画をアップロード。 

 ※YouTube のチャンネルを作成するためには別途 Google アカウントが必要です。 

  Google アカウントを持っていない場合は別途作成してください。 

 ※チャンネル名には所属と氏名を含め、投稿者が分かるようにしてください。 

 ※詳しいアップロード方法は別途マニュアルを参照してください。 

④アップロードした動画の URL を自己紹介シート・サマリーシートに記載。 

⑤11 月 30 日（月）までに自己紹介シート・サマリーシートを学務課（担当：鳴尾・大瀧）

宛に送付。 
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２－２．動画の視聴 

12 月 4 日（金）に URL と自己紹介シート・サマリーシートをまとめた PDF 冊子を学務課

から送付。自己紹介シートやサマリーシートを参考に、自由に動画を視聴する。 

※YouTube にはクリックするだけで使える評価機能やコメント機能がありますので、積極

的に活用してください。学生だけでなく、教員の方も積極的にコメントをお願いします。 

※コメントする際には、所属や氏名が分かるようにしてください。チャンネル名でコメント

する場合は、チャンネル名に所属・氏名が記載されていれば問題ありません。動画を投稿

していない学生がコメントする場合は、コメント内に所属（職名）・氏名を記載し、誰か

らのコメントなのか分かるようにしてください。 

 

２－３．動画公開期間終了後 

動画公開期間終了後も、各学生の判断により、公開を続けることは差し支えありません。 
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○関西医科大学学生奨学金（研究医養成コース）貸与規程 

平成26年11月28日 

改正 

平成27年１月13日 

平成30年１月１日 

平成30年４月１日 

令和２年４月１日第9183号 

令和２年４月１日第9248号 

令和３年４月１日 

 

関西医科大学学生奨学金（研究医養成コース）貸与規程 

（総則） 

第１条 この規程は、関西医科大学に在籍し第３学年から研究医養成コースに選抜された学生に係る

奨学金（以下「奨学金」という。）貸与に関する事項について定める。 

（奨学金貸与） 

第２条 奨学金貸与は、研究医養成コースに選抜された本学学生に対し、その修学を援助することを

目的とする。 

（貸与対象者） 

第３条 奨学金は、本学研究医養成コースに選抜され大学院に進学する学生のうち、貸与を希望する

ものを対象として審査を経て貸与する。 

（申込手続） 

第４条 奨学金の貸与を希望する学生は、２学年時の募集期間に所定の願書（様式第１号）に誓約書

（様式第２号）を添え、研究医養成コース運営委員会（以下「運営委員会」という。）委員長を経

て学長に願い出るものとする。 

（選考決定） 

第５条 奨学金貸与願書の提出を受けたとき、運営委員会は審査、選考を行い、学生委員会及び医学

部教授会の議を経て学長が最終決定するものとする。 

（貸与期間） 

第６条 奨学金の貸与は、１カ年ごとに継続申請を行い、通算４年間受けるものとする。 

（奨学金貸与の休止） 

第７条 奨学金の貸与を受ける者（以下「奨学生」という。）が、次の各号の一に該当するときは、

奨学金の貸与を休止することがある。 

(１) 休学したとき。 

(２) 学業成績が不良となったとき。 

(３) 学則に違反する行為があったとき。 

（奨学金貸与の復活） 

第８条 前条により奨学金の貸与を休止された奨学生が、その事由が解消したときは、奨学金の貸与

を復活するものとする。 

（奨学金貸与の廃止） 

第９条 奨学生が退学、除籍、その他本学の学籍を失ったときは、奨学金の貸与を廃止する。 

（奨学金交付手続） 

第10条 奨学金貸与の決定を受けた者は、連帯保証人（２名）連署の借用証書（様式第３号）を指定

期日までに提出しなければならない。 

２ 連帯保証人は、本人と連帯して奨学金償還の義務を負うものとする。 

（奨学金の貸与額） 

第11条 奨学金の貸与額は、研究医養成コースに在籍する計４年間、毎年100万円とする。 

（貸与の方式） 

第12条 奨学金を貸与する方式は、当該学生が指定する銀行等の口座へ、４月、10月に各50万円を振

り込むこととする。 

（返済方法） 
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第13条 貸与を受けた者は、学部卒業後引き続き、又は初期臨床研修修了後引き続き、又は初期臨床

研修２年目に本学大学院に進学し基礎社会系講座を専攻する。或いは、臨床系講座を専攻し、他科

目履修により基礎社会系講座で研究活動を行うものとする。 

２ 貸与を受けた奨学金の返済は、学部卒業までの間は据え置きとし、本学大学院を修了した後、貸

与期間以上本学で研究医として研究業務に従事した者には奨学金全額の返済を免除する。 

３ 貸与を受けた奨学金の返済に係る据え置き期間は、次のとおりとする。 

(１) 初期臨床研修期間。 

(２) 大学院在学中に国内外の研究機関に留学した期間。 

４ 退学、除籍、その他本学の学籍を失った者は、即時に利子を含む全額を一括返済しなければなら

ない。 

５ 貸与を受け、本学大学院を修了しなかった者は、即時に利子を含む全額を一括返済しなければな

らない。 

（奨学金の利子） 

第14条 奨学金の利子は、原則無利子とし、即時返還の必要が生じた場合の貸付利息は年利3.0％とす

る。 

（届け出） 

第15条 奨学金の貸与を受けた本人及びその連帯保証人が改姓、又は住所に変動があった場合には、

住所確認カード（様式第４号）により直ちに届け出なければならない。 

（所管） 

第16条 奨学金に関する管理組織は、次のとおりとする。 

１） 願書の受付及び調査に関する事項 

大学事務部学生課を経て運営委員会委員長 

２） 審査、選考及び決定に関する事項 

運営委員会及び医学部教授会の議を経て学長 

３） 奨学金の交付に関する事項 

大学事務部学生課を通じ財務部経理課 

４） 償還金の回収及び利子の受け入れに関する事項 

大学事務部学生課・財務部経理課 

５） 日本私立学校振興・共済事業団の奨学事業に関する事項 

財務部経理課 

（改廃） 

第17条 この規程の改廃は、運営委員会の議を経て、学長が決定する。 

附 則 

この規程は、平成26年11月28日から施行する。 

附 則（平成27年１月13日） 

この規程は、平成27年１月13日から施行する。 

附 則（平成30年１月１日） 

この規程は、平成30年１月１日から施行する。 

附 則（平成30年４月１日） 

この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月１日第9183号） 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月１日第9248号） 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年４月１日） 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 
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○関西医科大学学生研究員給付奨学金規程 

令和２年４月１日第9184号 

関西医科大学学生研究員給付奨学金規程 

（総則） 

第１条 この規程は、関西医科大学に在籍し、研究医養成コースに選抜された学生または研究マイン

ド育成プログラムに所属する学生に係る奨学金（以下「奨学金」という。）に関する事項について

定める。 

（奨学金） 

第２条 奨学金は、前条に定める学生に対し、その修学を援助することを目的とする。 

（給付対象者） 

第３条 奨学金は、第１条に定める学生のうち、給付を希望するものを対象として審査を経て給付す

る。 

（申込手続） 

第４条 奨学金の給付を希望する学生は、所定の募集期間に所定の願書（様式第１号）により、研究

医養成コース運営委員会（以下「運営委員会」という。）委員長を経て学長に願い出るものとする。 

（選考決定） 

第５条 奨学金給付願書の提出を受けたとき、運営委員会は審査を行い、学生委員会及び医学部教授

会の議を経て学長が最終決定するものとする。 

（学生研究員） 

第６条 奨学金の給付を受ける者を学生研究員（以下「研究員」という。） 

（奨学金の金額） 

第７条 奨学金の給付額は、別に定めるランク表及び条件に基づいて決定する。 

（給付申請） 

第８条 奨学金の給付申請は、半期ごとに行うものとする。 

（給付の停止） 

第９条 研究員が次の各号の一に該当するときは、その資格を失うものとする。ただし、第３号に該

当する場合は、情状によりその資格を留保して奨学金の給付を停止することがある。 

(１) 退学したとき。 

(２) 停学の処分を受けたとき。 

(３) 休学、長期欠席、学業成績不良等研究員として適当でないと認められたとき。 

（改廃） 

第10条 本規程の改廃は、運営委員会の議を経て、学長が決定する。 

附 則 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

（様式第１号） 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１） 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

① 学生の確保の見通し

ア 定員充足の見込み

【地域枠について】 

本学の過去 5 年の入学志願者数及び入学者数は資料 1 のとおりである。令和 2

年度まで地域枠は一般選抜の別枠で募集していたが、令和 3 年度から専願制の推

薦選抜で募集を開始した。令和 2年度までの募集方法でも、十分な志願者数を確保

し、定員どおりの入学者が確保できていた。しかしながら、併願が可能な一般選抜

であるため、本学合格者が国公立大学医学部に合格すれば、本学入学を辞退するた

め、年度末まで入学者が確定しないこと、出願時からより明確に地域医療に貢献す

る意志を持った学生を早期に確保したいこと、これらの理由から令和 3 年度から

入試区分及び募集形態を変更した。その結果、資料２にあるとおり地域枠の志願者

数は減少したが、各地域枠とも入学定員に対し、十分な学力レベルのある第１次試

験合格者数を確保できており、その中から所期の目的である地域医療志向がより

強い学生を早期に確保できた。また、これら令和 3年度の入試改革は、受験生の間

では注目を浴びており、コロナ禍で各地の入試説明会への参加者が減少した中、地

域枠入試に係る質問が、昨年度よりも非常に多くなっており、制度を理解した志願

者が増加するものと見込んでいる。このような状況から、令和 4年度以降において

も、地域枠は専願制の推薦選抜において、前年度と同じく大阪府地域枠 5名、静岡

県地域枠 8 名及び新潟県地域枠 2 名の各定員での募集を予定し、充足すると見込

んでいる。 

なお、万が一、専願制の推薦選抜で合格基準を満たさず、合格者数が募集人員を

満たさない場合は、一般選抜（前期・後期）で募集を行う予定である。 

また、令和 2年度までの一般選抜でも十分な志願者数を得て、募集定員を満たし

てきたことは資料２のとおりである。各地域枠の志願者は出願の際、第 1希望を地

域枠・第 2 希望を一般枠、又はその逆の希望順とし出願することを可能としたた

め、志願者数は充分な数を得ていた。大阪府地域枠は入学定員 5 名に対し、常に

280名を超える志願者を確保し、静岡県は令和 2年度から入学定員を 3 名増員して

8名とし、200名を超える志願者を確保しており、安定的に学生を確保できていた。

新潟県地域枠は、本学所在地の大阪府からは馴染みの薄い県ではあるが、本学教員

と新潟県知事が懇意にしていたことを端緒に、新潟県からの要望を受け、本学学長
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と新潟県知事が協定書を締結し、令和 2年度から入学定員 2名で募集したところ、

50名強の志願者を得た。 

静岡県及び新潟県の志願者を獲得するためには、当該県及び近隣県での本学の

認知度を知るため、志願者数の動向に留意する必要がある。資料３に、静岡県及

び新潟県を含む東日本都県在住者の過去 5年の入学志願者数及び入学者数を示

す。志願者総数の 1割強が、これら地域から志願しており、今後もこの傾向が続

くものと考える。なお、新潟県は令和 2年度に新規に地域枠を開設した効果と相

俟って、志願者数を大きく増加させる結果となっている。加えて、静岡県及び新

潟県が設定する修学資金の貸与制度は、貸与総額は異なるものの出願資格は出身

の都道府県を問わず、かつ医師になった場合に自身が進むべき診療科にも制限を

課さないため、地域医療に携わる意思をもつ全国の受験生にとって魅力的なもの

となっている。 

また、静岡県及び新潟県地域枠の出願資格は出身の都道府県を問わないことか

ら、近畿地方出身者の人気を博す結果となった。資料４に示すとおり、静岡県地

域枠の志願者総数における近畿地方出身の志願数の割合は、平成 30年度以降 40～

54％を占めており、資料５に示すとおり、新潟県地域枠の志願者総数における近

畿地方出身の志願数の割合は、令和 2年度が 37％、令和 3年度が 25％となってい

る。当初は、静岡県及び新潟県とその近隣県からの志願者増加を想定していた

が、近畿地方出身者にも人気となっている。 

 

【研究医枠について】 

   研究医枠は、入学試験では選抜せず、入学後、準備教育を経て基礎医学を学んだ

後希望者を募り、3学年から本学が設置する研究医養成コースを履修することとし

ている。この研究医養成コース履修者は、資料５のとおり直近三年間の新規履修者

数の平均は 7.67名となり、毎年確実に学生を確保できており、今後も充足可能で

ある。 

 

  イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

   前項アで用いたデータは資料１～５のとおりである。 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

毎年度本学オープンキャンパスには地域枠設置府県の職員を招き、説明会への参

加や個別相談ブースを設置している。本年度はコロナ禍の中、参加者数を制限し、
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200名程度/1日（例年の参加人数 400～500 名/1日）の参加者数であったが、大阪

府及び新潟県の職員（静岡県の職員は都合が付かず資料参加のみ）を招き、増員認

可申請予定であることを前提に、個別相談ブースで各地域枠の魅力を発信いただい

た。参加者数を制限したにも係わらず、例年以上に熱心に質問する参加者が多数見

られ、地域枠への出願を真剣に考えている志願者が増加するとの確かな手応えがあ

った。 

本学の入試にあたって、各地域枠の志願者には入学試験で実施する個別面接試験

において、各地域枠制度の理解度を確認しており、令和 4年度入試でも確認を継続

する。なお、令和 3年度入試から、専願制の推薦選抜で募集を開始したことから、

従来以上に地域医療に貢献する明確な意志を持った志願者が出願している。この個

別面接試験が功を奏し、大阪府医療対策課、静岡県地域医療課及び新潟県医師・看

護職員確保対策課から、「関西医科大学の地域枠入学生は制度を良く理解した聡明

な学生である」と高い評価を得ている。 

大阪府地域枠学生として入学した場合、大阪府から当該学生に対し月額 10 万円の

修学資金が貸与され、年額 120万円、6年総額で 720万円となる。また、静岡県地域

枠学生として入学した場合、静岡県から当該学生に対し月額 20万円の修学資金が貸

与され、年額 240万円、6年総額で 1,440 万円となる。さらに、新潟県地域枠学生と

して入学した場合、新潟県から当該学生に対し月額 30万円の修学資金が貸与され、

年額 360 万円、6 年総額で 2,160 万円に上り、本学 6 年間の学納金総額 2,770 万円

（諸会費等除く）の約 78％を補填することとなる。いずれの地域枠修学資金とも、

卒後府・県の医師配置方針に則って義務期間を勤務すれば、全額免除されることか

ら、本学入試志願者にとって大変魅力的である。なお、全地域枠において、出身の都

道府県を問わないが、特に静岡県及び新潟県地域枠の出願において、本学が大阪府

に所在していることを勘案すると極めて重要な条件である。 

 

（２） 人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本学が従来から医師不足地域や医師不足診療科に従事する医師や基礎研究医を

養成してきた実績に基づき、大阪府地域枠、静岡県地域枠、新潟県地域枠及び研究

医枠について、継続して同数を申請する。引き続き、本学に入学してくる学生の多

様なニーズに応えるべく、有能な臨床医、研究医を輩出していく所存である。 
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② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的

な根拠 

【地域枠について】 

 資料６に示すとおり、直近に発表された厚生労働省の三次医療圏における医師偏

在指標において、大阪府 6 位、静岡県 39 位、新潟県に至っては 47 位と最下位にあ

る。これらから、静岡県及び新潟県は医師不足であることは明確である。一方、大

阪府では二次医療圏において、人口 10万人対の医師数及び医師偏在指標のどちらか

らみても医師の地域偏在が生じており、８医療圏のうち４医療圏（北河内、中河内、

堺市、泉州）で、全国平均を下回っている。また、大阪府医療対策協議会の協議に基

づき、特に医師確保が必要な診療科として、医師が不足している又は政策的に確保

が必要な領域（産科、小児科、救急科、精神科、内科(感染症)及び総合診療科、公衆

衛生）を中心に医師確保を行うこととされている。大阪府が設定する修学資金制度

では、上記状況を踏まえ、医師免許取得後に従事する診療科や地域を限定した内容

となっており、今回の三府県の申請は、社会的、地域的な人材需要の動向を踏まえ

たものであるといえる。 

 

【研究医枠について】 

 将来基礎研究に従事することに対し、新専門医制度発足等によりキャリアパスに

不安を持つ者も多くいるため、基礎研究医は不足している状況が長く続いている。

このことから、社会的な人材需要の動向等を踏まえたものであることは、明らかで

ある。 

以上 
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1　過去5年間の入学志願者数及び入学者数 資料１
H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度

志願者数 2,850 2,543 2,511 2,487 2,353
入学者数 100 106 103 106 66
志願者数 176 103 125 84 ー
入学者数 5 5 5 5 ー
志願者数 ー 113 70 101 ー
入学者数 ー 5 5 8 ー
志願者数 ー ー ー 31 ー
入学者数 ー ー ー 2 ー
志願者数 ー ー 597 562 469
入学者数 ー ー 4 5 10
志願者数 766 897 853 882 620
入学者数 7 6 1 1 8
志願者数 47 44 64 53 40
入学者数 10 10 10 10 10
志願者数 ー ー ー ー 32
入学者数 ー ー ー ー 5
志願者数 ー ー ー ー 48
入学者数 ー ー ー ー 8
志願者数 ー ー ー ー 20
入学者数 ー ー ー ー 2
志願者数 ー ー ー ー 209
入学者数 ー ー ー ー 11
志願者数 ー ー 20 46 49
入学者数 ー ー 4 6 7
志願者数 3,663 3,484 4,045 4,030 3,840
入学者数 117 122 122 128 127

※上記一般選抜における地域枠志願者数は第一希望で志願した者のみ集計している

特色選抜

合計

医学部入学試験　区分

内：地域枠
（新潟県）

共通テスト・一般
併用入試

共通テスト利用入試

特別枠学校推薦

地域枠学校推薦
（大阪府）

地域枠学校推薦
（静岡県）

地域枠学校推薦
（新潟県）

一般枠学校推薦

一般選抜

内：地域枠
（大阪府）

内：地域枠
（静岡県）
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資料２
平成29～令和3年度医学部入学試験　地域枠の志願者数及び入学者数一覧表

１．大阪府地域枠（平成27年度から導入）

志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者

第１希望 176 23 3 103 10 5 125 18 5 84 13 1

第２希望 473 26 2 195 23 0 246 25 0 210 40 4

合計 649 49 5 298 33 5 371 43 5 294 53 5 32 12 5

入試全体の合計 3,663 579 117 3,484 567 122 4,045 722 122 4,030 793 128 3,840 707 127

2．静岡県地域枠（平成30年度から導入）

志願者
第1次試験
合格者 入学者 志願者

第1次試験
合格者 入学者 志願者

第1次試験
合格者 入学者 志願者

第1次試験
合格者 入学者

第１希望 113 8 5 70 10 4 101 18 6

第２希望 168 11 0 110 5 1 104 22 2

合計 281 19 5 180 15 5 205 40 8 48 17 8

入試全体の合計 3,484 567 122 4,045 722 122 4,030 793 128 3,840 707 127

3．新潟県地域枠（令和2年度から導入）

志願者
第1次試験
合格者 入学者 志願者

第1次試験
合格者 入学者

第１希望 31 10 0

第２希望 21 5 2

合計 52 15 2 20 5 2

入試全体の合計 4,030 793 128 3,840 707 127

H.30 H.31

H.30 H.31 R.2

H.29

出願資格：大阪府在住者等
に限定→従前は出身県問わ
ず

センター・一併用入試（地
域枠出願不可）導入で志願
者総数が前年度比561名増
加

R.2 R.3

32 12 5

入試制度：学校推薦型選抜試験で選
抜
→従前は一般入試で選抜
出願資格：出身県問わず→従前は大
阪府在住者等に限定

R.3

48 17 8

センター・一併用入試導入（地域枠
出願不可）で志願者総数が増加

入試制度：学校推薦型選抜試験で選
抜→従前は一般入試で選抜

R.2 R.3

入試制度：学校推薦型選抜試験で選抜→従前
は一般入試で選抜

20 5 2
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資料３
１　過去5年間の東日本10都県の入学志願者数及び入学者数

H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度
志願者数 7 5 16 11 3
入学者数 0 0 0 0 0
志願者数 24 28 27 28 41
入学者数 0 0 0 1 1
志願者数 115 84 129 172 137
入学者数 5 0 5 5 2
志願者数 36 27 42 30 47
入学者数 0 1 1 1 2
志願者数 6 4 5 7 12
入学者数 0 1 0 0 0
志願者数 14 17 22 13 13
入学者数 0 1 0 0 1
志願者数 205 137 170 153 159
入学者数 7 7 8 4 5
志願者数 42 41 46 53 47
入学者数 2 1 0 3 1
志願者数 7 8 5 19 29
入学者数 0 0 0 0 2
志願者数 12 9 7 9 4
入学者数 0 0 0 0 0
志願者数 468 360 469 495 492
入学者数 14 11 14 14 14

合計

富山県

新潟県

静岡県

埼玉県

群馬県

都道府県

愛知県

長野県

山梨県

神奈川県

東京都
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資料4

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

第１希望 22 13 9 10 3 57 22 34 113

第２希望 29 30 19 14 2 94 7 67 168

合計 51 43 28 24 5 151 29 101 281

合計に対する近畿合計の割合 54%

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

第１希望 12 6 7 4 1 30 15 25 70

第２希望 9 15 10 5 3 42 7 61 110

合計 21 21 17 9 4 72 22 86 180

合計に対する近畿合計の割合 40%

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

第１希望 17 5 6 4 4 36 24 41 101

第２希望 9 13 15 7 3 47 8 49 104

合計 26 18 21 11 7 83 32 90 205

合計に対する近畿合計の割合 40%

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

13 2 2 3 1 21 9 18 48

合計に対する近畿合計の割合 44%

1. 平成30年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

一般入試
(前期･後期)

H.30

一般入試
(前期･後期)

H.31

2．平成31年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

3．令和2年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

一般入試
(前期･後期)

R.2

4．令和3年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

R.3

学校推薦
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資料５

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

新潟
その他
の県

合計

第１希望 1 0 3 1 1 6 15 10 31

第２希望 4 4 3 1 1 13 0 8 21

合計 5 4 6 2 2 19 15 18 52

合計に対する近畿合計の割合 37%

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

新潟
その他
の県

合計

4 0 0 1 0 5 10 5 20

合計に対する近畿合計の割合 25%

３　過去5年間の研究医養成コース（新規）履修者数

H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度
3 3 10 8 5研究医養成コース履修者数

１. 令和2年度新潟県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

一般入試
(前期･後期)

R.2

２．令和3年度新潟県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

R.3

学校推薦
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

- 学長
トモダ　コウイチ
友　田　幸　一
<平成27年4月>

博士
（医学）

関西医科大学医学部
教　授

（平成27年4月～令和5年3月まで）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）
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審査意見への対応を記載した書類（１１月） 

（目次）リハビリテーション学部作業療法学科 

１． 専任教員数及び教授数について、大学設置基準を満たしていない

ため、適切に改めること。（リハビリテーション学部作業療法学科）

（是正事項） 

（是正事項）リハビリテーション学部作業療法学科 

１． 専任教員数及び教授数について、大学設置基準を満たしていない

ため、適切に改めること。（リハビリテーション学部作業療法学

科） 

（対応） 

 令和３年度に開部したリハビリテーション学部において、令和３年度の同学

部作業療法学科の専任教員数は、大学設置基準に定めのある学部の種類及び規

模に応じ定める教員数８名のうち、教授が１名であったため、「大学設置基準第

六十条の規定に基づき新たに大学等を設置し、又は薬学を履修する課程の修業

年限を変更する場合の教員組織、校舎等の施設及び設備の段階的な整備につい

て定める件（平成十五年三月三十一日文部科学省告示第四十四号）第１条第２

項イ修業年限を四年とする大学等」に従い、第一年次中に１名の専任の教授を

補充して２名とし、専任教員総数７名として、大学設置基準の規定を満たすよ

う適切に改める。 

具体的には、令和 4 年 4 月 8 日付 作業療法学科教授として、既に教員審査で

「可」とされている関西福祉科学大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 

作業療法学専攻 教授 福井信佳先生について、就任時期を前倒しし、令和 4 年

3 月 1 日付 作業療法学科教授として就任する。本就任時期の前倒しについては、

本学友田学長、飯田学部長、長谷前リハビリテーション学部設置準備室室長・同

学部顧問、阪井大学事務部長、生島事務長が、10 月 25 日（月）に関西福祉科学

大学の八田学長、森保健医療学部学部長、酒井保健医療学部 リハビリテーショ

ン学科 作業療法学専攻長、田中事務局長と協議し、さらに福井信佳先生の意思

を確認した結果、関西福祉科学大学の教学運営に影響が無く、本学就任の承認

を得ている。 

1



なお、福井信佳先生は、まず令和 3年 11 月 1 日付本学非常勤講師に任用（任

期；令和 4 年 2 月 28 日）し、その後、令和 4 年 3 月 1 日付 教授に就任して、

令和３年度医療専門職総論講義のうち、新型コロナウイルス感染症の影響で開

講できていない４コマ（非常勤講師として２コマ、教授として２コマ）を担当す

る。 

（新旧対照表）教員組織に関する事項 

新 旧 

福井信佳 ① 

専任 教授 

〈令和 4年 3月就任予定〉 

福井信佳 ① 

専任 教授 

〈令和 4年 4月就任予定〉 

2
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